
諫早大水害水難者慰霊 大悲観世音
高城公園にて

主な内容

特集　災害は必ず起こる
市政トピックス／ごみ収集袋のデザインが変わります　など

ひ
と
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早�



２広報 諫早 ２００５年（平成１７年）７月号

地
震
、
大
雨
、
台
風
、
火
事
・
・
・

災
害
―
異
常
な
自
然
現
象
や
人
為
的
原
因
に
よ
っ
て
、
人
間
の
社
会
生
活
や
人
命
に
受
け
る
被
害
。

災
害
を
本
気
で
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

多
く
の
人
々
が
災
害
は
人
ご
と
だ
と
思
い
、
自
分
に
は
降
り
か
か
っ
て
こ
な
い
の
だ
と
漠
然
と
考
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
自
分
だ
け
は
被
災
者
に
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
災
害
は
必
ず
起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
が
そ
の
被
害
に
遭
う
可
能
性
は
ゼ
ロ
で

は
な
い
の
で
す
。

２広報 諫早広報 諫早 ２００５２００５年年（（平成平成１７１７年年））７月号７月号



３ ２００５年（平成１７年）７月号 広報 諫早

　

わ
た
し
た
ち
が
住
む
日
本
列
島

は
、
災
害
列
島
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
や
す
い
地
理
的
・
気
象
的
条
件

の
下
に
あ
り
ま
す
。特
に
昨
年
は
、

７
月
の
福
井
県
、
新
潟
県
、
福
島

県
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
か
ら
始
ま

り
、
夏
に
は
過
去
最
多　

個
の
台

１０

風
上
陸
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
い
く
つ
か
の
台
風
は
本
土

を
縦
断
し
、
各
地
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
地
震
。　

月
に
発
生
し
、
大

１０

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
新
潟
県

中
越
地
震
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
震
度
６
弱
を
記
録
し
た
福
岡
県

西
方
沖
地
震
。
ま
た
国
内
だ
け
で

な
く
海
外
で
も
、
昨
年　

月　

日

１２

２６

に
イ
ン
ド
洋
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で

巨
大
地
震
が
発
生
し
、
津
波
に

よ
っ
て
周
辺
国
に
死
者　

万
人
を

３０

超
え
る
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

近
年
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
地

球
温
暖
化
の
影
響
や
都
市
化
な
ど

に
よ
り
、
異
常
気
象
や
局
地
的
災

害
が
発
生
す
る
確
率
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
比

較
的
安
全
な
地
域
と
言
わ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
も
予
想
外
の
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
地
震
で
大
き
な
被
害

が
発
生
し
た
記
録
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。「
諫
早
に
大
き
な
地
震

は
な
い
」
そ
ん
な
言
葉
を
耳
に
し

た
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
本
当
に
諫
早
に
地
震
は

起
こ
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
平
成

７
年
に
日
本
中
を

震
撼
さ
せ
た
阪
神

淡
路
大
震
災
。
関

西
で
は
そ
れ
ま
で

「
大
地
震
と
い
え

ば
関
東
や
東
海
の

話
。
関
西
は
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
津
波

に
よ
る
被
害
が
甚

大
だ
っ
た
昭
和　
５８

年
の
日
本
海
中
部

地
震
。
そ
れ
ま
で

は
「
津
波
は
太
平

洋
。
日
本
海
側
で

は
発
生
し
な
い
」

と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
昨
年　

月
の
新
潟
県
中
越
地
方

１０

を
襲
っ
た
地
震
も
ま
っ
た
く
予
想

外
の
地
域
で
の
発
生
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
３
月
に
発
生
し
た

福
岡
県
西
方
沖
を
震
源
と
す
る
地

震
。こ
の
地
震
の
発
生
に
よ
っ
て
、

「
地
震
は
な
い
（
あ
る
い
は
少
な

い
）」と
信
じ
ら
れ
て
い
た
地
域
の

�
安
全
神
話�
が
打
ち
砕
か
れ
、

日
本
列
島
が
火
山
層
の
上
に
乗
っ

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
、「
大

き
な
地
震
が
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
い
う

事
実
を
あ
ら
た
め
て
突
き
つ
け
ら

れ
た
の
で
す
。

　

地
震
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
突

然
襲
い
、
生
命
、
財
産
に
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。「
こ
れ
ま
で

地
震
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と

は
「
こ
れ
か
ら
も
地
震
が
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
の

で
す
。

　

さ
ら
に
忘
れ
て
い
け
な
い
の
が

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
大
雨
に
よ
る

災
害
で
す
。
こ
の
時
期
、
諫
早
市

で
は
多
良
山
系
に
阻
ま
れ
た
雨
雲

が
上
空
に
停
滞
し
て
多
量
の
雨
を

降
ら
せ
る
こ
と
が
多
く
、
本
市
は

昔
か
ら
水
害
に
よ
る
被
害
を
幾
度

と
な
く
受
け
て
い
ま
す
。
死
者
・

行
方
不
明
６
３
０
人
（
※
１
）
を
出

し
た
昭
和　

年
の
諫
早
豪
雨
、
死

３２

者　

人
（
※
２
）
と
約
３
、
０
０
０

２１
戸
が
浸
水
し
た
昭
和　

年
の
長
崎

５７

豪
雨
、
そ
し
て
１
人
の
犠
牲
者
を

出
し
た
平
成　

年
の
集
中
豪
雨
な

１１

ど
、
尊
い
生
命
や
財
産
が
失
わ
れ

る
悲
し
い
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。

※
１
旧
諫
早
市
５
３
９
人
・
旧
森
山
町　

人
・

５３

　
　

旧
高
来
町　

人
・
旧
小
長
井
町
１
人

３７

※
２
旧
諫
早
市
２
人
・
旧
多
良
見
町
１
人
・

　
　

旧
飯
盛
町　

人
１８

　政府の地震調査委員会は平成１７年３月９日、島原湾から
橘湾にかけて分布する雲仙断層群について、南西部が活動
すると最大でマグニチュード（Ｍ）７．５程度の地震となり、
発生確率は今後３０年間に最大４％とする長期評価を発表し
ました。これは日本の主な活断層の中では発生確率が高い
グループに属します。
　同断層群は、西有家町から長崎市南方沖までの南西部（長
さ約３８�）のほか、島原市から諫早市南方沖までの北部
（同約３０�以上）、布津町東方沖から小浜町までの南東部
（同約２０�）で構
成されています。
　断層の長さから、
北部はＭ７．３程度以
上、南東部はＭ７．１
程度の地震を起こ
す可能性があると
しています（北部
と南東部について
は、過去の活動記
録が不足している
ため、発生確率は
算出できませんで
した）。
【地震調査研究推進本部ＨＰ（雲仙断層群の長期評価について）より】

発生確率が高い雲仙断層群 
―３０年以内の地震確率４％―

諫早は豪雨が起こりやすい

３ ２００５２００５年年（（平成平成１７１７年年））７７月号月号 広報 諫早広報 諫早
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国
や
県
、
市
で
は
、
道
路
や
河

川
の
改
修
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
対

策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
整
備
に
つ
い
て
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
自
然
災
害
を
防
ぐ
た
め

に
防
災
施
設
を
整
備
す
る
の
は
行

政
の
役
目
で
す
が
、
環
境
面
か
ら

も
財
政
面
か
ら
も
、
危
険
箇
所
を

全
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
避
難
勧
告
の
判
断
基
準
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
避
難

勧
告
を
発
令
す
る
市
長
の
判
断

は
、
非
常
に
難
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
発
令
し
て
災
害
が
発
生
し

な
け
れ
ば
、
住
民
に
対
し
て
む
や

み
に
不
安
を
与
え
た
こ
と
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
次
の
災
害
時
、
住

民
が
勧
告
を
軽
視
す
る
よ
う
な
事

態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、現
代
社
会
は
、

防
災
施
設
の
整
備
や
情
報
、
通
信

の
発
達
な
ど
に
よ
り
「
自
分
た
ち

の
安
全
は
行
政
が
守
っ
て
く
れ

る
」
と
防
災
施
設
に
過
剰
に
依
存

し
た
『
災
害
過
保
護
』
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
専
門
家
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
発
生
時

に
自
ら
の
判
断
で
行
動
で
き
な
い

恐
れ
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
そ

れ
で
は
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
災

害
に
立
ち
向
か
え
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
?

　

災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害
を
完

全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

そ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
ま
ず
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
常
に
「
災

害
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
起
こ
る

も
の
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

災
害
の
被
害
を
い
か
に
少
な
く
す

る
か
、
と
い
う
『
減
災
』
に
向
け

た
対
策
を
行
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

普
段
の
暮
ら
し
か
ら
災
害
に
備

え
、
い
ざ
と
い
う
時
に
冷
静
に
行

動
す
る
。
そ
し
て
「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自

覚
を
も
つ
こ
と
が
現
在
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
は
市
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
へ
通
報
が
殺

到
し
、
市
や
関
係
機
関
も
総
力
を

あ
げ
て
そ
れ
に
応
え
、
防
災
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。
し
か
し
、
特
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に
同
時
多
発
的
に
発
生
す

る
大
規
模
な
災
害
時
に
は

電
話
が
つ
な
が
ら
な
く
な

り
、
道
路
や
橋
は
損
壊
し

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど

は
寸
断
さ
れ
、
消
防
署
を

は
じ
め
と
す
る
防
災
関
係

機
関
な
ど
の
活
動
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
広
域
的

な
応
援
体
制
の
確
立
に
は

さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
場

合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
初
期
に
は
近
隣

な
ど
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
た
ち
の
救
助
に
よ
っ

て
人
命
が
救
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
実
際
、
阪

神
淡
路
大
震
災
の
と
き
に

は
、
倒
壊
家
屋
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
人
の
約
８
割
が

近
隣
住
民
に
よ
っ
て
助
け

出
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
地

域
住
民
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
で
自
分
の
身
を
守

る
」「
お
互
い
に
助
け
合

う
」
と
い
う
自
助
・
共
助

の
精
神
で
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
心
構
え
を
持
つ
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
備

え
が
、
も
し
も
の
時
に

『
命
』
を
守
る
の
で
す
。

諫早市の災害は？
　諫早市は、面積が広大で低平地が広
い、また、野母崎半島、雲仙岳の山地
に狭まれ、背後に多良山系があるため
雨量が多く降雨時間も長くなりやすい
ことなどから、浸水やがけ崩れなどが
発生しやすいと考えられます。諫早湾
干拓堤防ができ、浸水の危険性につい
てはかなりの緩和がなされましたが、
まだ安心できる状態ではなく、さらに
河川拡幅などの改修工事の早期完成を
期待しているところです。このほかの
災害については、台風による家屋倒壊、
また、高潮、津波などに注意が必要で
す。特に飯盛地域や小長井地域などの
低地では高潮・津波による警戒が必要
です。また、地震については橘湾から
のびる雲仙断層群があるため、全域に
ついていつ地震が発生してもおかしく
ないと考えるべきです。

災害に備えるには？
　まず、自分の身は自分で守る、自分
の財産は自分で守るという意識を持っ
てください。それから、隣保協力。特
に、災害弱者（高齢者や障害のある人など）に
気配りをし、避難するときは声を掛け
合い、助け合っていただくことを期待
しています。消防署では自治会長など
を中心とした自主防災組織の結成を働
きかけています。そのほかには、日ご
ろからテレビ、ラジオ、インターネッ
トなどを使ってさまざまな情報を収集
し、気象情報に注意するよう心がけて
ください。また、地元の土地をよく知
る人の話を聞いておくことも大事で
す。そして、例えばいつも水が出ない
ところから出るなどの異常兆候を発見
したらすぐに連絡してください。
　家庭での備えでは、家の周囲、土地
の特徴、通勤・通学経路などの危険個
所を家族で話し合ってください。特に
市街地に住まれる人は、旧諫早市のと
きに作成された本明川洪水ハザード
マップなどを活用してください。また、
ライフラインが止まったときのために
水や食料などの備えを各家庭で３日分
程度は確保してください。関連で、例
えば職場では机の中にペットボトルを
１本置いておくだけでも、もしものと
きの備えになります。避難場所につい
ては、複数の避難所、経路を確認して

おいてください。指定の避難所につい
ては全ての災害に対応しているとは限
りません。さまざまな場合を考えてお
くことが大事です。最近では台風や大
雨のとき、早めに自主避難される人が
増えてきました。非常に良い傾向で、
避難するときは明るいとき、風が強く
なる前など安全なうちに避難してくだ
さい。また、これから大雨・台風のシー
ズンがやってきます。周囲の側溝など
の清掃を行っておいてください。特に
側溝が交わる場所やよく溢れる場所に
は土のうの準備が必要です。

もし、災害が起こったときは
　まず、落ち着いて対処すること。そ
れから間違った情報にまどわされない
ことが大事です。災害が起こるとさま
ざまな情報が飛び交います。テレビや
ラジオ、行政などからの正確な情報を
把握して行動することが大事です。
　最後に、自然災害は、同時多発的災
害になることが多く、防災機関も全力
をあげて対応しますがそれにも限界が
あります。防災機関も限られた人員で
しているということを認識しておいて
ください。そして、先に述べた自分の
命、財産は自分で守るという意識を
持ってもらい、早めの対策・日ごろの
備えを行うよう心がけてください。

諫早消防署長　山下純治さん

、



６広報 諫早 ２００５年（平成１７年）７月号

―風水害時、危険な土地では早めの避難を―
○造成地
　丘陵を切り崩して造られた造成地は、地質・
地形が不安定なので、豪雨に見舞われると地
盤がゆるみ崩れる危険があります。

○扇状地
　山間部の集中豪雨に用心。豪雨で山崩れが起
きると土石流が扇状地を直撃します。

○海岸地帯
　高潮に要注意。特に満潮のころ台風が接近す
ると高潮は猛威をふるいます。

※荷物を背負って自由に動
ける重さは、男性なら約
１５キロ、女性は１０キロぐ
らいが目安です。
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　災害が起きたとき、あなたは何を考えます
か？まずは身の安全、そして家族の安全を第一
に考えるのではないでしょうか。「地震が起きた
らどうする？」「大雨のときはどこに避難す
る？」などは今日にでも話し合うことができま
す。例えば、家族が離ればなれになった時の連
絡方法や避難場所。「県外の親戚の家を仲介しよ
う」「避難場所をここだ」などです。月に１回
程度、家族そろって防災会議を開き、災害から
身を守る方法を話し合っておきましょう。

　台風や大雨などの災害は比較的予測すること
ができますが、地震などの災害は予測が困難で
いつ起こるかわかりません。また、実際に災害
に遭うと一種のパニック状態になり、普段なら
簡単にできることが、とっさにできなくなるこ
とがあります。福岡県西方沖地震の時は、避難
場所へ向かうにも何を持っていけばいいのか頭
に浮かばなかったという人が多かったそうで
す。普段から自分専用や家族用の防災パックを
用意しておくことが重要です。

　倒れこむ家具や落ちてくる置き物など、地震
では普段、何気ない家具や電化製品などが凶器
に変わることもあります。室内のチェックを行
い家の中の安全対策をしましょう。

　台風、集中豪雨の場合には、とにかく気象情
報に注意。前線の活動や降水量を知り、河川の
はんらんなどに気をつけましょう。また、大雨
などにより被害をうけやすい地域 (河川周辺）
の住民は、いつでも避難ができる準備を。

■風と被害
主な被害風速

傘がさせない１０m/s

看板やトタン板が飛
びはじめる１５m/s

小枝が折れる２０m/s

瓦が飛び、テレビア
ンテナが倒れる２５m/s

雨戸がはずれ、家が
倒れることもある３０m/s

災害発生状況人の受けるイメージ予報用語１時間雨量

長く続くときは注意が必要ザーザーと降るやや強い雨１０～２０ミリ

側溝や下水、小さな川があふれ、
小規模ながけ崩れが始まるどしゃ降り強い雨２０～３０ミリ

山崩れ、がけ崩れが起きやすくな
り危険地帯では避難の準備が必要

バケツをひっくり返したよ
うに降る激しい雨３０～５０ミリ

土石流が起こりやすい。多くの災
害が発生する

滝のように降る（ゴーゴー
と降り続く）

非常に激しい
雨５０～８０ミリ

雨による大規模な災害の発生する
おそれが強く、厳重な警戒が必要

息苦しくなるような圧迫感
がある。恐怖を感じる猛烈な雨８０ミリ以上

■１時間の雨量と状況
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●市本部（情報連絡室・警戒本部・対策本部）�２２－１５００
●諫早消防署�２２－０１１９　●諫早警察署�２２－０１１０

○自分の身を守る（テーブルや机の下に身を隠す）
○火の始末
○避難口の確保（出口を開ける）

地震発生

○家族の安全確認
○非常持出品の用意
　（津波などの危険が予想される場合はすぐに避難）

１～２分

○近隣の安全を確認
○余震注意３分

○家屋倒壊などのおそれがあれば避難
開始（落下物に注意）
○近所で消火救出活動（無理は絶対にしない）
○ラジオなどで災害情報、被害情報の
収集（間違った情報にはまどわされないように）
○壊れた家、ヒビの入った建物には近
づかない

５分

○けが人の救出救護
○災害・被害情報をこまめに収集
○助け合いの心が大切

１０分～

　大地震が発生すると、冷静に行動するのは困
難になります。実際に、阪神淡路大震災の時は
多くの人が何もできなかったといっています。
地震が起きても適切に対処するために行動パ
ターンを覚えておきましょう。

◇被災者は自分の安否を発信してください
―「１７１」をダイヤル後、録音指定の「１」をダ
イヤル。自宅の電話番号を市外局番からダイヤ
ルし、案内に従って３０秒以内で録音する。
◇被災者の安否を確認するには
―「１７１」をダイヤル後、再生指定の「２」をダ
イヤル。その被災者の電話番号を
市外局番からダイヤルし、案内に
従ってメッセージを聞く。
※伝言は１０件まで。４８時間保持。
　一部のＰＨＳ以外は使用可能。

　海の下で大地震が起こると津波が発生しま
す。津波が発生した場合、身を守るためには
「避難」する以外に方法はありません。強い地
震が発生したら速やかに遠く、高い場所へ避難
を開始しましょう。また、地震が遠方で発生し
た場合、揺れを感じなく
ても津波が来襲すること
があります。津波注意報・
津波警報がでた場合、海
岸付近にいる人は避難を
してください。

場所によってはこんなところに注意
○デパート・スーパー
　カバンなどで頭を保護し、商品棚などから離れる。
　避難するときは階段で避難する。
○会社
　机の下などに隠れ、書棚などの移動、転倒に注意
する。
○ホール
　座席の間に身を隠しカバンなどで頭を保護し、係
員の指示に従い移動する。
○エレベーターの中
　ボタンすべてを押し、最初に止まった階ですばや
く降りる。万一、ドアが開かないときはそのまま
救助を待つ。
○車の運転
　地震を感じたら、徐々に速度を落とし道路の左側
に車を寄せて止める。車を離れるときは、鍵をそ
のままにしドアロックもしない。
○電車や地下鉄の車内
　急停車することがあるので、吊革や手すりなどに
しっかりつかまる。途中で止まっても、乗務員の
アナウンスに従い、勝手に車外に出たり、窓から
飛び出さないようにする。
○海岸
　高台を目指して避難するか、できるだけ遠くへ離
れる。
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○テレビやラジオなどで最新の気象情報をこまめ
にチェック。
○停電に備え、懐中電灯やラジオを用意。その際
は電池を確認し、予備も用意しておく。
○外出から早く帰宅し家族全員と連絡をとる。
○家の周りの安全を確かめ、窓や雨戸の補強など
をする。
○浸水のおそれのあるところは、家財道具や食料
品、寝具などを高い場所へ移動する。
○河川周辺やがけ、急傾斜地、造成地などでは、
外の気配に注意しいつでも避難できる準備を。

　市は、市内に台風、大雨、洪水などの警報が
発令されたときや、市民生活に重大な災害が発
生または発生する恐れがある場合にエフエム諫
早を通じて地域に密着した詳しい気象情報や災
害情報をお知らせします。また、防災無線が設
置されている地域には、防災無線を通じて情報
をお知らせします。情報に注意し、万
全の対策をとるようにしましょう。

　市は、市民生活に重大な災害が発生または発
生する恐れがある場合に避難所を開設します。
その時の状況に応じて、より安全な場所へ安全
な経路を使って避難しましょう。

※下表の避難場所は、市が指定する広域避難場所です。
　この他にも寺や地区公民館などの避難場所がありま
す。各地区の避難場所は、市総務課または各支所総
務課へお尋ねください。

住　所避難場所エリア住　所避難場所エリア
多良見町化屋１３８７－２西陵高等学校体育館

多良見

西小路町１０３１－１上山小学校体育館

諫　早

多良見町野副１７－１多良見大草集落センター金谷町１－１北諫早小学校体育館
多良見町野副５９大草小学校体育館栄田名１２５０－４御館山小学校体育館
多良見町舟津１１４０多良見多目的研修館本明町９９－２上諫早小学校体育館
多良見町舟津１８７０琴海中学校体育館小川町９小栗小学校体育館
多良見町舟津１１０７－１伊木力小学校体育館平山町２００みはる台小学校体育館
森山町本村１３００森山公民館

森　山

宗方町３６５小野小学校体育館
森山町下井牟田１１４５森山スポーツ交流館有喜町８００有喜小学校体育館
森山町杉谷３１７諫早東高等学校体育館本野町９４本野小学校体育館
森山町杉谷２３４３森山東小学校体育館長田町２３９４－１長田みのり会館
飯盛町開１９２９－３飯盛公民館

飯　盛

貝津町７１５－２真津山小学校体育館
飯盛町開１６７７－１いいもりコミュニティ会館馬渡町３西諫早小学校体育館
飯盛町後田１６５５－９月の港会館白岩町３－１真崎小学校体育館
飯盛町平古場２６６飯盛体育館真崎町１０３７－３真城小学校体育館
飯盛町平古場６０飯盛中学校体育館東小路町２－３８市体育館
飯盛町中山６５３飯盛東小学校体育館新道町９９９－１新道福祉交流センター
飯盛町里６２０飯盛西小学校体育館真崎町１０８６－１西諫早ふれあい会館
飯盛町里６４８－３田結公民館仲沖町４５４中央ふれあい広場体育館
高来町峰９７高来西小学校体育館

高　来

黒崎町１８５－１小野ふれあい会館
高来町三部壱５５３湯江小学校体育館新道町９４８市社会福祉会館
高来町小峰２７４高来中学校体育館東小路町８－５市民センター
高来町黒崎３２５高来ふれあい会館高城町５－１０諫早商工会館ビル
高来町峰１９－１高来西ゆめ会館多良見町中里２７喜々津小学校体育館

多良見

小長井町大峰９８０－７小長井おがたま会館

小長井

多良見町中里３０喜々津中学校体育館
小長井町小川原浦８２５小長井文化ホール多良見町木床１０６多良見のぞみ会館
小長井町井崎７２５井崎公民館多良見町化屋１７９７多良見老人福祉センター
小長井町遠竹５５７遠竹小学校体育館多良見町木床２００２たらみ図書館
小長井町小川原浦２００８－２０田原体育館多良見町化屋１８０８－１多良見体育センター
小長井町古場３６５－３７広川良公民館多良見町シーサイド１－２８６喜々津東小学校体育館

（注）　　　　　は、水害時は利用できません。
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　昨年度（平成１７年３月１日～３１日）における市情

報公開制度の利用状況がまとまりました。

　情報公開の請求件数は１１件、また、市政情報コー

ナーを利用した人は延べ５５人でした。

　なお、公開請求にかかる公開等の決定に対する不

服（異議）の申立てはありませんでした。

「市政情報コーナー」をご利用ください。

　市政情報コーナー（市

役所本庁本館２階）は、

情報公開制度の総合窓口

として、公開請求にあ

たっての案内や受け付け

を行っています。

　また、予算書・決算書・

市議会議案・市議会会議

録などのほか、統計情報・

歴史資料などの資料も備

えていますのでご利用く

ださい。　　 （市総務課）

市
役
所
の
人
事　

市
は
、市
議
会
の
同
意
を

得
て
、
５
月　

日
付
で
、
助

２１

役
に
副
島
宏
行
氏
を
、収
入

役
に
池
松
正
光
氏
を
選
任

し
ま
し
た
。

　

副
島
助
役
は
、昭
和　

年
１４

生
ま
れ
の　

歳
、県
理
事
兼

６５

県
北
振
興
局
長
な
ど
を
経

て
、平
成　

年
か
ら
旧
諫
早

１２

市
助
役
を
務
め
ま
し
た
。

　

池
松
収
入
役
は
、昭
和　
１９

年
生
ま
れ
の　

歳
、旧
諫
早

６０

市
財
務
部
長
、水
道
事
業
管

理
者
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

　

部
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《（  
）
内
は
旧
所
属
》

【
特
別
職
】

◎
水
道
局
▼
水
道
事
業
管
理
者

（
総
務
部
長
）
早
田
征
史

【
部
長
級
】

◎
市
長
部
局
▼
総
務
部
長（
財
務

部
長
）
宮
本
明
雄
▼
財
務
部
長

（
土
木
部
理
事
）塚
原
一
成
▼
土

木
部
理
事〔
長
崎
県
南
部
広
域
水

道
企
業
団
派
遣
〕（
財
務
部
次
長

兼
財
政
課
長
）
西
村
謙
正

平成１６年度　情報公開制度利用状況の報告

◆
助
役
に
副
島
氏
、
収
入
役
に
は
池
松
氏
を
選
任

《《諫諫早早湾湾干干拓拓事事業業》》
工工事事差差しし止止めめのの取取りり消消しし

　５月１６日、福岡高等裁判所にお
いて、「国営諫早湾干拓事業の工事
差止め仮処分に対する国の保全抗
告申し立て」についての決定が行
われました。
　その主な内容は、佐賀地方裁判
所が平成１６年８月２６日にした工事
差し止め仮処分決定と、平成１７年
１月１２日にした工事差し止め仮処
分認可決定を取り消し、あわせて
漁業者らのこの事件に係る申し立
てをいずれも却下したものです。
　この決定を受け、工事が再開さ
れましたが、市は国に対し、事業
の早期完成、あわせて有明海再生
に向けた調査や漁業振興対策など
について引き続きお願いしていき
ます。　　　　　（市干拓推進室）

◆
５
月　

日
付

２１

　

職
員
人
事
異
動

池松収入役 副島助役

情報公開の処理状況
率件数区　分

９０．９％１０件全部公開
処理の状況 　９．１％　１件部分公開

　　０％　０件非公開
　　０％　０件不存在

その他
　　０％　０件取下げ
 １００％１１件合　計
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市
と
県
央
県
南
広
域
環
境
組
合
が

環
境
保
全
の
協
定
を
締
結

　

県
央
県
南
広
域
環
境
組
合
が
建
設
し
た
新
し
い
ご

み
処
理
施
設
『
県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』
が
、

４
月
１
日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
施
設
の
操
業
に
関
し
て
、
地
域
環
境
の
保
全

と
公
害
防
止
の
た
め
、
県
央
県
南
広
域
環
境
組
合
と
環

境
保
全
等
に
つ
い
て
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
法
令
よ
り
厳
し
い
排
出
基
準

　

施
設
か
ら
発
生
す
る
大
気
汚
染
物
質
な
ど
に
つ
い

て
、
例
え
ば
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
は
法
令
に
よ

る
基
準
値
の　

分
の
１
と
す
る
な
ど
、
概
ね
、
法
令
よ

１０

り
厳
し
い
協
定
値
と
し
ま
し
た
。

●
排
出
ガ
ス
の
監
視

　

組
合
は
、
ば
い
じ
ん
等
に
つ

い
て
連
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
表
示
盤
に

表
示
し
ま
す
。

●
立
入
調
査

　

市
は
、
必
要
に
応
じ
、
施
設

へ
の
立
入
調
査
が
で
き
ま
す
。

●
苦
情
の
処
理

　

組
合
は
、
施
設
に
か
か
わ
る
苦
情
が
発
生
し
た
と
き

は
、
直
ち
に
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

●
公
開
の
原
則

　

組
合
は
、
公
害
防
止
対
策
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、
原
則
と
し
て
公
開
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
環
境
保
全
課
へ
。

地球にやさしい環境づくり地球にやさしい環境づくり

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

石
け
ん
づ
く
り
講
習
会

【
日
時
】
原
則
と
し
て
毎
月
第
１
火
曜
日
、

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時
【
場
所
】
ほ

３０

た
る
工
房
（
市
体
育
館
の
向
い
側
）
【
内

容
】
家
庭
か
ら
出
た
廃
食
油
を
使
っ
た
石

け
ん
づ
く
り
（
石
け
ん
は
、
く
つ
洗
い
な

ど
に
使
え
ま
す
。）【
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先
】
市
環
境
保
全
課

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
に
補
助
し
ま
す

　

市
は
、
生
ご
み
を
家
庭
で
処
理
で
き
る
「
生
ご
み
処

理
容
器
」
や
「
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
」
の
購
入
に
対

し
、
次
の
と
お
り
補
助
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
率
】生
ご
み
処
理
容
器
は
購
入
価
格
の
２
分
の

１
、電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は
購
入
価
格
の
４
分
の
１

（
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
商
品
は
３
分
の
１
）
で
、
い

ず
れ
も
上
限
が
２
万
円
。【
申
請
手
順
】
①
購
入
希
望

者
は
、市
廃
棄
物
対
策
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
環
境
課

へ
電
話
で
申
し
込
む
②
市
は
受
け
付
け
後
、申
請
書
や

参
考
資
料
を
購
入
希
望
者
へ
送
付
③
購
入
希
望
者
は

必
ず
市
内
の
店
舗
で
処
理
機
器
を
購
入
④
購
入
者
は

申
請
書
に
領
収
書
を
添
え
、市
廃
棄
物
対
策
課
ま
た
は

各
支
所
住
民
環
境
課
へ
申
請
⑤
市
は
申
請
書
の
内
容

を
確
認
後
、
補
助
金
を
購
入
者
の
口
座
へ
振
り
込
む

【
問
い
合
わ
せ
先
】
市
廃
棄
物
対
策
課

ごみ収集袋のデザインが変わります

　新しい家庭ごみ収集用指定ごみ袋・収集券が、８月１日から市内小売店等
で販売されます（現在の袋の販売は、７月３１日まで）。ただし、現在お持ちの
袋は８月１日以降も分別に応じて使用できます。詳しくは市廃棄物対策課へ。

収集券袋
種別 粗大

ごみ
束ねる
ごみ

生ごみ
※ 

ペット
ボトル瓦・陶磁器金属・有害空きかん空きびんもやすごみ

－－１５Ｌ５０Ｌ２０Ｌ４０Ｌ２０Ｌ４０Ｌ２０Ｌ４０Ｌ２０Ｌ４０Ｌ２０Ｌ４０Ｌ容量

３００円１００円１５０円１００円１００円１００円１００円１００円１００円１００円１００円１００円１００円２００円価格

１枚５枚入１０枚入５枚入１０枚入５枚入１０枚入５枚入１０枚入５枚入１０枚入５枚入１０枚入１０枚入販売
内容

※生ごみの袋については、森山地域のみの使用です。
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　もうすぐ熱い夏がやってきます。夏といえば、海やまつりとにぎわう季節。
潮の香りや夜空を彩る大きな花火に胸踊ります。諫早の楽しい夏情報を先取り
して、友人や家族と共に海やまつりに出掛けよう。
　次号の夏情報もお楽しみに！

涼を求めて、海へ、プールへ…。

有
喜
・
Ｕ
Ｋ
Ｉ
ビ
ー
チ

◆
開
設
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月　

日�

１７

３１

◆
遊
泳
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
３０

◆
施　
　

設　

休
憩
施
設
、
更
衣
室
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
、

　
　
　
　
　
　

駐
車
場

◆
問
い
合
わ
せ
先　

市
林
務
水
産
課

結
の
浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
海
水
浴
場

◆
開
設
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月　

日�

１７

３１

◆
遊
泳
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
３０

◆
施　
　

設　

休
憩
施
設
、
更
衣
室
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
、

　
　
　
　
　
　

駐
車
場
、
キ
ャ
ン
プ
場

◆
問
い
合
わ
せ
先　

飯
盛
支
所
建
設
課
（�
　

・
１
１

４８

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
）、ま
た
は
結
の
浜
管
理
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

所
（�
　

・
２
２
１
３
）

４８

　

結
の
浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
海
水
浴
場
の
開
設
に
伴
い
、

短
期
の
駐
車
場
整
理
員
と
清
掃
お
よ
び
備
品
貸
出
作
業

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
資　
　

格　
　

歳
以
上
の
健
康
な
人

１８

◆
募
集
人
員　

駐
車
場
整
理
員　

５
人

　
　
　
　
　
　

清
掃
お
よ
び
備
品
貸
出
作
業
員　

６
人

◆
期　
　

間　

７
月　

日�
〜
８
月　

日�
ま
で

１５

３１

　
　
　
　
　
　
（
週
５
日
勤
務
）

◆
作
業
時
間　

駐
車
場
整
理
員　

午
前
８
時
〜
午
後
６

時
ま
で
（
８
時
間
交
代
制
）

　
　
　
　
　
　

清
掃
お
よ
び
備
品
貸
出
作
業
員

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
ま
で
（
６
時
間

交
代
制
）

◆
募
集
期
間　

履
歴
書
を
作
成
の
上
、
７
月
８
日�
ま

で
に
飯
盛
支
所
建
設
課
に
本
人
が
持
参

し
て
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

飯
盛
支
所
建
設
課
（�
　

・
１
１

４８

１
１
）

結
の
浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク　
　

海
水
浴
場
短
期
作
業
員
募
集

海
開
き
の
お
知
ら
せ
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長田いこいの広場
（大地記念プール・子どもプール）（無料）
【期間】７月１日�～８月３１日�
【時間】①７月１日～１８日（平日／午後４時～７時、土・
日・祝日／午前１０時～午後７時）②７月２０日～８月１２日
（午前１０時～午後７時）③８月１３日～１４日（午前１０時～
午後５時）④８月１６日～３１日（午前１０時～午後６時）

【休み】毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
【問い合わせ先】長田みのり会館 �２３－９０７７

中央ふれあい広場プール（無料）
【期間】７月２日�、３日�、９日�、１０日�、１６日�、
１７日�、１８日�、７月２０日�～８月３１日�
【時間】午前１０時～午後７時（８月１３日～１４日は午前１０時
～午後５時）

【休み】毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
【問い合わせ先】中央ふれあい広場体育館 �２１－２６６８

西諫早ふれあい広場プール（無料）
子どもプール
【期間】７月２日�、３日�、９日�、１０日�、１６日�、　
１７日�、１８日�、７月２０日�～８月３１日�
【時間】午前１０時～午後７時（８月１３日～１５日は午前１０時
～午後５時）

【休み】毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

全天候プール
【期間】～１１月３０日�
【時間】①～７月１８日（平日／午後４時～７時、土・日・
祝日／午前１０時～午後７時）②７月２０日～８月１２日（午
前１０時～午後８時）③８月１３日～１４日（午前１０時～午後
５時）④８月１６日～３１日（午前１０時～午後８時）⑤９月
１日～３０日（平日／午後４時～７時、土・日・祝日／午
前１０時～午後７時）⑥１０月１日～１１月３０日（平日／午後
１時～７時、土・日・祝日／午前１０時～午後７時）

【休み】毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
【問い合わせ先】西諫早ふれあい会館 �２５－２１００

小長井プール（無料）
【期間】７月２１日�～８月３１日�
【時間】午前１０時～午後４時
【問い合わせ先】市教委小長井分室 �３４－２２０１

県立総合運動公園わいわいプール
【期間】７月１日�～９月４日�
【時間】午前９時～午後６時
【休み】毎週火曜日（ただし、夏休み期間は無休）
【料金】一般・高校生（平日３５０円・休日５１０円）、小 ･中学
　生１８０円、幼児１００円　※団体割引等有り
【問い合わせ先】県公園緑地協会 �２２－０１２９

　
～～美美ししくくてて悲悲ししいい「「日日本本一一短短いい万万灯灯ままつつりり」」～～

諫諫早早をを襲襲っったた昭昭和和３３２２年年７７月月２２５５日日のの集集中中豪豪雨雨でで犠犠牲牲ととなならられれたた
６６３３００人人のの尊尊いい御御霊霊ののごご冥冥福福ををおお祈祈りりすするるととととももにに、、よよりり安安全全でで美美
ししいいままちちづづくくりりをを進進めめるるここととをを目目的的ととししてて諫諫早早・・川川ままつつりりをを開開
催催ししまますす。。ななおお、、万万灯灯協協力力金金のの募募金金箱箱をを市市役役所所本本館館玄玄関関ホホーールル
にに設設置置ししてておおりりまますすののでで、、みみななささんんののごご協協力力ををおお願願いいいいたたししまま
すす。。

■■日日時時 ７７月月２２５５日日�� 午午後後８８時時～～（（雨雨天天順順延延））
■■場場所所 本本明明川川一一帯帯
■■内内容容 式式典典、、万万灯灯流流しし、、新新眼眼鏡鏡橋橋イイルルミミネネーーシショョンン、、

諫諫早早公公園園芝芝生生広広場場ででのの灯灯明明、、花花火火打打ちち上上げげななどど
■■問問いい合合わわせせ先先 諫諫早早商商工工会会議議所所（（��２２２２－－３３３３２２３３））

諫諫早早・・川川ままつつりりのの開開催催ににああわわせせてて、、いいささははややアアエエルル中中央央商商店店
街街でではは楽楽ししいいイイベベンントトがが開開催催さされれまますす。。

■■日日時時 ７７月月２２５５日日�� 午午後後４４時時～～
■■会会場場 いいささははややアアエエルル中中央央商商店店街街

（（栄栄町町、、本本町町、、竹竹のの下下通通りり商商店店街街））
■■内内容容 大大そそううめめんん流流しし、、ビビンンゴゴゲゲーームム、、ヨヨーーヨヨーー釣釣りりななどど

※※各各会会場場でで内内容容はは異異ななりりまますす
■■問問いい合合わわせせ先先 市市商商政政観観光光課課

第第４８４８回 諫早・川まつり回　諫早・川まつり

川まつりナイトフェスタ川まつりナイトフェスタ
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このコーナーでは、まちの話題やできごと、地域で行われた行事などを写真で紹介しています。
みなさんの身近にこのような話題がありましたら、市秘書広報課まで写真や記事をお送りください。
できるかぎり誌面でご紹介させていただきます。（送付先：〒８５４‐８６０１　諫早市役所秘書広報課〔住所不要〕）

未来は花屋さん（^ -^ ）
子どもフラワーアレンジメント

　５月１４日、多良見のぞみ会館で「子どもフラワーア
レンジメント」が行われ、市内の小学生３２人が参加し
ました。講師のお手本を参考に素敵な作品を完成させ
た子どもたちは、身近な花や植物を使って気軽にチャ
レンジできる楽しさを学んだようです。

夏に向けて涼しいね♪
羊の毛刈り体験

　５月２１日、森山町の唐比ふれあい牧場で、「羊の毛刈
り体験」が行われました。参加者は、しっとりふわふ
わの羊毛をハサミで切って、暑そうな羊たちの衣替え
を手伝いました。またこの日は、牛の乳搾り体験やア
ジリティ（犬の障害物競走）見学などもあり、参加者
は動物たちとのふれあいをたっぷり楽しみました。

アタック№１に負けじと・・・
第３２回小長井地区対抗バレーボール大会

　５月２９日、小長井中学校体育館で「地区対抗バレー
ボール大会」が開催されました。町内６地区の対抗戦
に、選手たちは地区民の熱い声援を受け、自治会の名
誉をかけて熱戦を繰り広げました。結果は、男子は井
崎地区（５年連続５回目）が、女子は小川原浦地区
（３年ぶり２２回目）がそれぞれ優勝を果たしました。

野呂文学への はせる思い
第２５回「 菖  蒲  忌 」

しょう ぶ き

　５月２９日、上山公園の野呂文学碑前で、本市出身の
芥川賞作家である 野  呂  邦  暢 をしのぶ「菖蒲忌」が開催

の ろ くに のぶ

されました（主催：市芸術文化連盟）。式では中学・高
校生の随筆や野呂作品の朗読などが行われ、最後に参
加者は、氏が生前にこよなく愛した菖蒲の花を碑前に
供えました。
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　５月２９日、県立総合運動公園を主会場に諫早・大村
両市で「県障害者スポーツ大会」が開催されました。
これは、障害者スポーツの振興を図り積極的な社会参
加を進めることを目的としたもの。当日は、猛暑の中、
約１，３００人が参加。どの競技の選手たちも笑顔で楽しみ
ながら、一生懸命頑張りました。

最後まで全力プレー
第５回県障害者スポーツ大会

みんなの声がまちの未来を創ります
県政タウンミーティングＩＮ諫早

　５月３１日、諫早文化会館で地域の意見を県の施策に
反映させるための対話の場「県政ミーティングＩＮ諫
早」が開催されました（主催：県・市）。会場には約
１，０００人が訪れ、行財政改革・観光振興・子育てなどさ
まざまな問題について、金子県知事や吉次市長たちと
大いに語り合いました。

これでご飯が炊ける？
野外活動実習講座

　５月１４日、飯盛公民館で「野外活動実習講座」が行
われました。これは、子どもたちが野外体験を通し、
自然と親しみ自然を大切にする心を身につけることを
目的としたもの。参加した飯盛中学校の生徒１２３人は、
野外での食事づくりやテント設営・撤収などを体験し、
“みんなで協力することの大切さ”を学びました。

森山っ子集まれ！
あすなろ生活体験塾

　５月２４日から６日間、森山町で１０回目の「あすなろ
生活体験塾」が行われました。これは、子どもたちが
古い民家に合宿し、さまざまな生活体験をするもので、
毎年「ネットワークあすなろ」が企画。子どもたちは、
かまどでご飯を炊くなどの体験や地域の人たちとの交
流を通し、一回り成長して塾を卒業しました。



１６広報 諫早 ２００５年（平成１７年）７月号

《
土
地
》
住
宅
用
地
と
し
て
利
用
し

て
い
な
い
土
地
を
、
平
成　

年
中
に

１６

新
築
な
ど
で
住
宅
用
地
と
し
て
利
用

し
た
場
合
は
、
本
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の

特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
／
【
固
定
資
産
税
】
２
０
０

㎡
以
下
の
住
宅
用
地
＝
６
分
の
１
に

減
額
、
２
０
０
㎡
を
超
え
る
部
分
の

住
宅
用
地
＝
３
分
の
１
に
減
額

【
都
市
計
画
税
】
２
０
０
㎡
以
下
の

住
宅
用
地
＝
３
分
の
１
に
減
額
、
２

０
０
㎡
を
超
え
る
部
分
の
住
宅
用
地

＝
３
分
の
２
に
減
額

《
家
屋
》
平
成　

年
１
月
２
日
か
ら

１６

本
年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築
し
た
住

宅
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
３
年

間
（
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
は
５
年
間
）
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
／
１
２
０
㎡
ま
で
の
居
住
部

分
＝
２
分
の
１
に
減
額

※
同
課
備
え
付
け
の
申
告
書
で
同
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
１
月
２
日
以
降
に
建
築

１６

し
登
記
を
し
て
い
な
い
建
物
（
未
登

記
家
屋
）
を
お
持
ち
の
人
、
解
家
を

さ
れ
た
人
は
、
同
課
家
屋
担
当
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
結
構

で
す
。
ま
た
、
今
後
建
築
や
解
家
の

予
定
が
あ
る
人
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
時
間
／
８
月　

日�
午
前　

時
〜

２８

１１

午
後
４
時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

◆
場
所
／
多
良
見
の
ぞ
み
公
園

◆
出
店
料
／
２
、
０
０
０
円
（
２
分

の
１
テ
ン
ト
）

◆
申
込
期
限
／
７
月　

日�
２０

◆
申
込
方
法
／
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
販
売
品
目
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
（　

・
６
２
０
２
）
ま
た

４３

は
Ｅ
メ
ー
ル
（tnozom

i05@
yahoo.c

o.jp

）
で
同
会
館
へ
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
抽
選
）。

　

詳
し
く
は
、
同
会
館
へ
。

◆
募
集
戸
数
／
募
集
案
内
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

◆
募
集
案
内
書
配
布
／
７
月
１
日�

か
ら

◆
募
集
期
間
／
７
月　

日�
〜　

日

１２

１４

�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

◆
申
込
資
格
／
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
単
身
で

も
入
居
で
き
る
場
合
あ
り
）

②
収
入
が
基
準
内
に
あ
る
こ
と

③
実
際
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

④
市
町
村
民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
料
（
税
）
に
滞
納
が
な
い
こ
と

◆
選
考
方
法
／
申
し
込
み
締
め
切
り

後
、
公
開
抽
選
で
決
定

◆
募
集
案
内
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ

先
／
同
課
・
各
支
所
建
設
課

　

お
話
づ
く
り
か
ら
発
表
会
ま
で
全

４
回
で
す
。
夏
休
み
の
思
い
出
に
、

紙
芝
居
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

◆
日
程
／
７
月　

日�
お
話
づ
く
り

２１

な
ど
、
７
月　

日�
下
絵
な
ど
、
８

２８

月
４
日�
色
塗
り
な
ど
、
８
月　

日
１１

�
発
表
会

◆
時
間
／
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

◆
場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
／
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
親

◆
定
員
／　

組
程
度

１０

◆
講
師
／
鶴
田
公
子
さ
ん
、
高
谷
栄

さ
ん
、
立
川
勝
さ
ん

◆
申
込
受
付
／
６
月　

日�
か
ら

２７

◆
申
込
方
法
／
電
話
で
同
課
へ

◆
参
加
費
／
無
料

　

詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
諫
早
第
１
団
は
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
自
立
心
・
冒

険
心
に
あ
ふ
れ
た
青
少
年
の
育
成
を

目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
８
月
か
ら
の
入
団
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
と

保
護
者
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
幼
稚
園
年
長
以
上
若
干
名

◆
日
時
／
７
月　

日�
午
前　

時
〜

１０

１０

◆
場
所
／
諫
早
市
社
会
福
祉
会
館

　

詳
し
く
は
、
同
団
委
員
長
江
口
さ

ん
へ
。

住
宅
用
地
や
新
築
住
宅
の

　
　
　
　
　
　

申
告
に
つ
い
て

市
資
産
税
課

建
築
・
解
家
を
し
た
未
登
記
家

屋
の
届
出
に
つ
い
て市

資
産
税
課

６月は、市県民税の
　　 第１期分の納期限です

　納期限は、６月３０日�です。
納期内納付に
ご協力くださ
い。便利な口
座振替もご利
用ください。
【市納税課】

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ　

の
ぞ
み

in

　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

多
良
見
の
ぞ
み
会
館

�
　

・
６
２
０
０

４３

市
営
住
宅
入
居
者市

建
築
住
宅
課

「
夏
休
み
！
親
と
子
の
紙
芝
居

教
室
」
参
加
者

市
教
委
文
化
課

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
諫
早
第
１
団

団
員
（
男
子
の
み
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
諫
早
第

１
団
委
員
長
江
口
さ
ん

�
　

・
１
５
７
１

２６



１７ ２００５年（平成１７年）７月号 広報 諫早

　

世
界
で
１
つ
だ
け
の
陶
芸
作
品
を

作
り
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時
／
７
月　

日�
午
前　

時
〜

２６

１０

正
午

◆
場
所
／
多
良
見
の
ぞ
み
会
館
中
研

修
室

◆
定
員
／
市
内
小
学
生　

人
（
申
込

３０

多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
学
年
を
記
入
の
上
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
（　

・
６
２
０
２
）
ま
た

４３

は
Ｅ
メ
ー
ル
（tnozom

i05@
yahoo.c

o.jp

）
で
同
会
館
へ
。

◆
申
込
期
限
／
７
月　

日�
１８

　

応
募
資
格
は
、
市
内
在
住
の
む
し

歯
の
な
い
、
平
成　

年
４
月
２
日
か

１２

ら　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

１３
幼
児
（
５
歳
児
）
で
保
育
園
、
幼
稚

園
、
歯
科
医
院
の
推
薦
を
受
け
た
人

に
限
り
ま
す
。
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
も
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
７
月　

日�
３０

　

詳
し
く
は
、
同
事
務
局
へ
。

◆
対
象
／
市
民

◆
内
容
／
本
明
川
沿
川
の
史
跡
、
本

明
川
ダ
ム
の
説
明
な
ど

※
詳
細
は
後
日
、
参
加
者
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
１
日�
、　

日�
１５

（
午
後
半
日
程
度
予
定
）

◆
定
員
／
１
回
あ
た
り　

人
程
度

２０

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
６
月　

日�
（
必
着
）

２７

◆
申
込
方
法
／
は
が
き
に
「
本
明
川

歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
希
望
」

と
書
き
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
日
を

記
入
の
上
、
同
課
（
〒
８
５
１
・
０

１
２
１
長
崎
市
宿
町
３
１
６
‐
１
）

へ
　

農
業
委
員
選
挙
の
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
人
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
６
月　

日�
午
後
２
時

２３

◆
場
所
／
高
城
会
館
大
研
修
室
（
高

城
町
５
‐　

）
２５

　

詳
し
く
は
、
同
委
員
会
ま
た
は
各

支
所
へ
。

　�
魔
女
お
ば

さ
ん�
こ
と
有

田
道
子
さ
ん
の

講
演
会
、
木
の

お
も
ち
ゃ
や
リ

ズ
ム
体
操
、
ア

エ
ル
町
探
検
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー

な
ど
今
年
も
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ

く
さ
ん
！
図
書
館
で
楽
し
い
１
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
７
月
３
日�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
諫
早
図
書
館

　

詳
し
く
は
、
同
図
書
館
へ
。

　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
は
ま
ま
つ
な
」
は
毎
年
恒

例
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月　

日�
午
後
１
時　

１４

３０

分
〜
４
時

◆
場
所
／
市
社
会
福
祉
会
館

◆
入
場
料
／
無
料

◆
演
題
／
支
え
合
っ
て

◆
講
師
／
夏
目
孝
男
さ
ん

　

詳
し
く
は
、
会
長
廣
谷
さ
ん
へ
。

　

毎
月
１
回
、
諫
早
で
音
楽
活
動
を

し
て
い
る
人
や
、
諫
早
出
身
の
音
楽

家
を
招
き
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
お
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
加
え
て
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
／
７
月
２
日�
午
後
７
時
〜

８
時

◆
場
所
／
市
物
産
ホ
ー
ル
（
高
城
町

商
工
会
館
１
階
）

◆
出
演
／
心
人
（
こ
こ
ろ
び
と
）

※
熊
本
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
２
人

組
み
。
ボ
ー
カ
ル
の
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ

さ
ん
は
諫
早
出
身
。

◆
入
場
料
／
５
０
０
円
（
１
ド
リ
ン

ク
サ
ー
ビ
ス
）

　

詳
し
く
は
、
同
協
会
へ
。

　

障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族
を
支
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め
に
、

夏
休
み
の
１
日
を
と
も
に
ふ
れ
あ
い

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時
／
７
月　

日�
午
前　

時
〜

２７

１０

午
後
２
時

◆
場
所
／
高
来
ふ
れ
あ
い
会
館

◆
内
容
／
わ
く
わ
く
交
流
体
験
、
各

種
相
談
、
展
示
、
バ
ザ
ー

　

詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員
会
事
務

局
（
県
立
虹
の
原
養
護
学
校
み
さ
か

え
分
校
内
）
へ
。

子
ど
も
陶
芸
教
室
参
加
者

多
良
見
の
ぞ
み
会
館

�
　

・
６
２
０
０

４３

５
歳
児
歯
の
健
康
優
良
児
コ
ン

テ
ス
ト
参
加
者

諫
早
市
歯
科
医
師
会
事
務
局

�
　

・
３
５
７
６

２４

本
明
川
歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

国
土
交
通
省
長
崎
河
川
国
道
事

務
所
開
発
調
査
課

�
０
９
５
・
８
３
９
・
９
８
６
５

　食中毒が発生しやすい時期になりました。昨年は、県内で
前年の２倍以上となる３８件の食中毒が発生し、不幸なことに
２名の方が亡くなっています。さらに今年はノロウイルスが
原因となる食中毒が全国的に発生しています。
　食中毒の予防には、清潔・迅速・温度管理という三原則が
あり、予防方法のポイントは次のとおりです。

１清潔
●新鮮な材料を選ぶ
●手をよく洗う
●台所の清掃と整頓をする
●まな板・包丁などは使い分けを行い、
　いつも清潔に

２迅速
●新鮮な材料を使い、調理は手際よく
●調理後の室温放置をさける

３温度管理
●冷蔵庫・冷凍庫の温度管理を確実に
●食品の加熱は中心部まで確実に

第
４
回
諫
早
と
し
ょ
か
ん
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

諫
早
図
書
館

�
　

・
４
９
４
６

２３

精
神
保
健
福
祉
講
演
会「
心
の
健

康
づ
く
り
支
え
合
っ
て
い
こ
う
」

は
ま
ま
つ
な
会
長
廣
谷
さ
ん

�
　

・
３
７
４
４

２３

第
１
回
１
コ
イ
ン
☆
こ
ん
さ
ー

と

諫
早
観
光
協
会

�
　

・
８
３
２
５

２２

第
２
回
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ

わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
事
務
局

�
　

・
２
３
９
８

３４

健康福祉センター（�２７‐０７００）

農
業
委
員
選
挙
の
立
候
補
者
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

市
選
挙
管
理
委
員
会
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平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

１７

率
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
諫
早
市
の

医
療
費
や
加
入
者
の
所
得
額
を
考
慮

し
、
保
険
事
業
の
健
全
運
営
を
維
持

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
７
月
中
旬
に
送
付

す
る
納
付
書
に
同
封
の
「
国
民
健
康

保
険
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

第
１
号
被
保
険
者
で
収
入
が
少
な

い
時
や
失
業
中
と
い
う
理
由
な
ど
で
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
時
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
ま
た
は
、
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
免
除
・
猶
予
対
象
期
間
／
本
年
７

月
か
ら
平
成　

年
６
月

１８

◆
受
付
期
間
／
７
月
１
日�
か
ら
随

時
受
付

◆
受
付
場
所
／
同
担
当
ま
た
は
各
支

所
年
金
担
当
窓
口

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
、
会
社
を

離
職
し
た
人
は
、
公
共
職
業
安
定
所

が
発
行
す
る
「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」
ま
た
は
「
離
職
票
」
の
写
し

な
ど

　

詳
し
く
は
、
同
担
当
ま
た
は
各
支

所
年
金
担
当
へ
。

◆
日
時
／
６
月　

日�
　

時　

分

２８

１２

３０

（
受
付
開
始
）
〜
午
後
３
時　

分
３０

◆
場
所
／
同
校
会
議
室
な
ど

◆
内
容
／
授
業
参
観
・
教
育
相
談
・

施
設
見
学
な
ど

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
同
校

へ
。

　

家
庭
菜
園
で
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
栽
培
し
て
い
る
み
な
さ
ん
、

「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
と
い
う
ト

マ
ト
の
病
気
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

こ
の
病
気
は
「
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
と
い
う
体
長
１
㎜
に

も
満
た
な
い
白
色
の
害
虫
に
よ
っ
て

広
ま
り
ま
す
。
ト
マ
ト
生
産
農
家
の

ほ
場
に
こ
の
害
虫
が
侵
入
し
、
発
病

す
る
と
収
穫
が
ま
っ
た
く
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
病
気
の
特
徴

・
最
初
に
葉
が
黄
色
く
な
り
、
次
第

に
葉
が
巻
く
よ
う
に
萎
縮
し
ま
す

・
病
気
が
発
生
す
る
前
の
果
実
は
正

常
に
発
育
し
ま
す
が
、
発
生
後
は
ほ

と
ん
ど
着
果
し
な
い
か
、
着
果
し
て

も
小
さ
く
硬
化
し
て
正
常
な
果
実
に

な
ら
な
い
場
合
が
多
い

◆
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
防
止
の
ポ
イ

ン
ト

・
早
急
に
抜
き
取
り
処
分
す
る

・
処
分
方
法
（
土
中
に
埋
め
る
・
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
密
封
し
完
全

に
枯
れ
て
か
ら
処
分
す
る
）

　

詳
し
く
は
、
県
央
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
（�
　

・
０
３
８
９
）
ま

２２

た
は
長
崎
県
央
農
業
組
合
南
部
営
農

セ
ン
タ
ー
（�
　

・
２
１
０
０
）
へ
。

２４

　

７
月
は
じ
め

の
１
週
間
、
県

内
す
べ
て
の
公

立
小
・
中
学
校

で
、
命
を
大
切

に
し
他
人
を
思

い
や
る
心
豊
か

な
子
ど
も
の
育

成
を
目
的
と
し
た
学
校
開
放
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

期
間
中
、
市
内
の
小
中
学
校
で
も

学
校
を
開
放
し
、
保
護
者
お
よ
び
地

域
住
民
を
対
象
に
教
育
活
動
を
公
開

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
庭
で
は
、
親
子
で
ふ
れ

あ
う
日
を
設
け
た
り
子
ど
も
た
ち
と

共
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
家
庭
生
活

を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

　

本
年
度
は
、
平
成　

年
度
使
用
の

１８

中
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
年
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

◆
期
間
／
６
月　

日�
〜
７
月　

日

２１

２９

�
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

諫
早
図
書
館
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

◆
期
間
／
６
月　

日�
〜
７
月
５
日

２１

�
（
休
館
日
を
除
く
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

　

詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

　

メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
内
の
「
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ワ
ー
ク
長
崎
」
が
、
こ
の
た

び
、
県
が
設
置
し
て
い
る
若
年
者
の

た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
長
崎
」
と
の

連
携
を
図
る
た
め
、
り
そ
な
長
崎
ビ

ル
内
に
移
転
し
、
名
称
を
「
ヤ
ン
グ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
」
と
変
更
し
ま

し
た
。

　

新
規
大
学
卒
業
者
な
ど
へ
の
各
種

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
新

た
に
求
人
を
自
己
検
索
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
（
求
人
自
己
検
索
装
置
）
な
ど

を
導
入
し
、　

歳
未
満
の
若
年
者
へ

３５

の
職
業
紹
介
業
務
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

◆
場
所
／
り
そ
な
長
崎
ビ
ル
５
階

（
長
崎
市
銅
座
町
４
‐
１
）

◆
利
用
時
間
／
平
日
の
午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
６
時

　

職
業
紹
介
業
務
を
行
っ
て
い
る

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
内
の
施
設
の
取
り
扱

い
時
間
が
午
前
９
時　

分
か
ら
午
後

３０

６
時
（
平
日
）
に
、
情
報
プ
ラ
ザ
は
、

平
日
は
午
前
９
時　

分
か
ら
午
後
７

３０

時
、
土
曜
日
は
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

５
時
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
長
崎
市
築
町
３
‐

　

メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
３
階
）
へ
。

１８

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の
ま
ん
延

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
農
業
振
興
課

「
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
」

の
ご
案
内

ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎

�
０
９
５
・
８
１
８
・
３
０
１
１

「
長
崎
っ
子
の
心
を
見
つ
め
る
」

教
育
週
間

市
教
委
学
校
教
育
課

県
立
諫
早
東
養
護
学
校

学
校
公
開

平
成　

年
度
使
用

１８

　

中
学
校
教
科
用
図
書
展
示
会

市
教
委
学
校
教
育
課

県
立
諫
早
東
養
護
学
校

�
　

・
１
８
５
３

２２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
の
利
用
時
間
変
更

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ

�
０
９
５
・
８
２
９
・
５
２
５
２

国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
ま
り

ま
し
た

市
保
険
年
金
課
国
保
担
当

介護分医療分

新しい料率新しい料率区分

２．４％１０．４％所得割

９，０００円３０，７００円均等割

５，５００円２７，３００円平等割

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
と
き
は
免
除
申
請
を

市
保
険
年
金
課
年
金
担
当



１９ ２００５年（平成１７年）７月号 広報 諫早

問い合わせ先会場時間相談内容曜日日

市民相談室

市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時行政相談金１

市民相談室（本庁新別館１階）
午後１時～４時　
午前１１時から受付（原則電話予約
不可、定員になり次第受付終了）

法律相談月４

市民相談室（本庁新別館１階）午後１時～４時遺言・契約等相談水６
市民相談室（本庁新別館１階）

午前１０時～午後３時人権相談

木７

飯盛支所
高来支所

市緑化公園課市緑化公園課（本庁新別館３階）午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談
県建設産業労働組合
加入社（�２４－１７９５）市民センター午前１０時～午後４時住宅相談

市民相談室

市民相談室（本庁新別館１階）
午前１０時～午後３時行政相談金８ 小長井支所

飯盛支所

市民相談室（本庁新別館１階）
午後１時～４時　
午前１１時から受付（原則電話予約
不可、定員になり次第受付終了）

法律相談月１１

市民相談室（本庁新別館１階）午後１時～４時交通事故相談火１２
市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時不動産相談水１３
市民相談室（本庁新別館１階）

午前１０時～午後３時人権相談
木１４

森山支所
小長井支所

市緑化公園課市緑化公園課（本庁新別館３階）午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

市民相談室

市民相談室（本庁新別館１階）
午前１０時～午後３時

行政相談金１５ 森山支所
高来支所午前１０時～午後１時
市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時登記相談水２０
市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時人権相談

木２１ 市緑化公園課市緑化公園課（本庁新別館３階）午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談
県建設産業労働組合
加入社（�２４－１７９５）市民センター午前１０時～午後４時住宅相談

市民相談室

市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時
行政相談金２２

多良見支所午前１０時～午後１時

市民相談室（本庁新別館１階）
午後１時～４時
午前１１時から受付（原則電話予約
不可、定員になり次第受付終了）

法律相談月２５

市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後４時交通事故相談水２７
市民相談室（本庁新別館１階）

午前１０時～午後３時人権相談
木２８ 多良見支所

市緑化公園課市緑化公園課（本庁新別館３階）午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談
市民相談室市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時行政相談金２９

市民相談室市民相談室（本庁新別館１階）午前８時３０分～午後５時消費生活相談・一般相談
毎週�～�
※祝日や年末年
始期間を除く

少年センター
（�２４－３７３７）本庁第４別館午前９時～午後５時少年センター相談

（いじめ・不登校）
毎週�～�
※祝日や年末年
始期間を除く

諫早市社会福祉協議会
（�２３－７０２２）市社会福祉会館午前１０時～午後３時ふれあい福祉相談

毎週�～�
※祝日や年末年
始期間を除く

高年齢者職業相談室
（�２２－４６００）市社会福祉会館午前９時～午後４時高年齢者職業相談

毎週�～�
※祝日や年末年
始期間を除く

　悪質商法などの被害を未然に防ぐために、消費生活出前講座を開催していま
す。町内会や老人会・集会などの際にご利用ください。講師にかかる経費は無
料です。申し込みはお早めに、市民相談室へ。
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会場日時事業名

小栗公民館午前１０時
～１１時３０分１２�、２６�育児サークル

（小栗地区）

西諫早公民館午前１０時
～１１時３０分２２�育児サークル

（真津山・西諫早地区）

本野公民館午前１０時
～正午７�育児サークル

（本野地区）

長田みのり会館午前１０時
～正午１４�育児サークル

（長田地区）

有喜公民館午前１０時
～１１時３０分２０�育児相談

（有喜地区）

市布公民館午前１０時
～１１時３０分６�、２０�親子サロン

（めだか）
シーサイド４区
公民館

午前１０時
～１１時３０分１３�、２７�親子サロン

（ひよこ）

援支て育子 子育て中のお母さん同士おしゃべりしたり、子ども同士遊ばせたり、
楽しく過ごしませんか。

時間集合場所日事業名

午前９時集合
（２時間程度のウ
オーキング）

市役所前広場２�
ウオーキング
教室（主催：
運動普及推進
員協議会）

小野ふれあい会館９�

長田みのり会館２３�

りくづ康健人成

会場日時事業名

多目的研修館午前１０時
～１１時３０分１２�

親子サロン
（ぞうさん） 大草集落

センター
午前１０時

～１１時３０分２６�

飯盛公民館午前１０時
～正午１２�、２６�遊びの広場

森山公民館午前１０時
～正午１２�子育て広場

小長井文化
ホール

午前１０時３０分
～正午２０�わくわくクラブ

高来西ゆめ会館午前１０時３０分
～正午２６�高来子育て

サークル

飯盛公民館午後１時
～４時４�

赤ちゃん教室
（対象：生後２月前後
の赤ちゃんとその親）

対象：乳幼児とその親

会場日時事業名

市民センター午後１時～３時１４�介護相談

※認知症の人をかかえる家族の会（渡部三津子さん）�２６－１７６３

会場日時事業名

多良見支所午後１時３０分～３時４�

一般健康相談
（概ね４０歳以上
の人を対象に保
健師による血圧
測定、尿検査、
個別相談を行い
ます）

小栗公民館午後１時３０分～３時６�

市民センター午後１時３０分～３時１１�

森山支所午後１時３０分～３時１１�

高来支所午後１時３０分～３時１１�

有喜白髯会館午後１時３０分～３時１３�

小長井文化ホール午後１時３０分～３時１３�

小野ふれあい会館午後１時３０分～３時２０�

西諫早公民館午後１時３０分～３時２０�

飯盛支所午後１時３０分～３時２５�

本野公民館午前９時～１１時２６�

長田みのり会館午後１時３０分～３時２７�

胃がん（集団検診）の受診者を募集します

■対象者
　４０歳以上の市民（ただし、職場検診などで受診する機
会のある人、個別検診、人間ドックを受けた人を除く）
■日程

■検診内容
　胃透視
■自己負担金
　４００円（ただし、７０歳以上の人、老人医療受給者、生
活保護世帯、市民税非課税世帯は無料です。事前に健康
福祉センターへご相談ください）
■申し込み・問い合わせ先
　７月１５日�までに、電話またははがき (住所、氏名、
年齢、生年月日、電話番号、受診希望日を記入）で、健
康福祉センターへお申し込みください。
〒８５４－００６１　諫早市宇都町２９－１
健康福祉センター　�２７－０７００

※市内医療機関での個別検診による胃がん検診は、年間
を通して実施しています。

受付時間会場月日

午前９時～１１時

本野公民館８月８日�
長田みのり会館８月９日�
小野ふれあい会館８月１０日�
有喜公民館８月１１日�
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健
康
な
子
ど
も
を
生
み
、
元
気
に
育
て
る
た
め
の
相
談
・
指
導
。
母
子
の
健
康
保
持
及
び
疾
病
の
予
防
・

早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

事業のおたずねは…

健康福祉センター　　�２７－０７００
多良見支所健康保険課�４３－１１１１
森山支所健康福祉課　�３６－１１１１
飯盛支所健康福祉課　�４８－１１１１
高来支所健康福祉課　�３２－２１１１
小長井支所健康福祉課�３４－２１１１

会場日時対象者事業名

健康福祉センター午前９時３０分～１１時３０分７�、１４�、２１�、２８�妊　婦マタニティー
教　　　　室

多良見食工房
まんだりん午前１０時～正午１０�妊婦とその家族ハローベビー

教　　　　室

小長井文化ホール午後１時～１時３０分（受付）１２�

平成１６年８月生
　　　　～９月生

平成１７年２月生
　　　　～３月生

乳　　児
健康診査
（集団）

健康福祉センター
午後１時～２時（受付）４�、１１�平成１７年３月生

乳　　児
健康相談 午後１時～２時（受付）２５�平成１６年７月

　　　　～１２月生

※小長井支所については、乳児健康診査と同じ日に開催　午後１時～２時（受付）

健康福祉センター午後１時～１時１５分（受付）７�、１４�、２１�平成１６年１月生

１歳６カ月児
健康診査

飯盛公民館午後１時～１時１５分（受付）６�平成１５年１１月
～平成１６年１月生

森山公民館午後１時～１時１５分（受付）１３�平成１５年１１月
～平成１６年１月生

高来ふれあい会館午後１時～１時１５分（受付）２０�平成１５年１１月
～平成１６年１月生

多良見体育センター午後１時～１時１５分（受付）２８�平成１６年１月生

健康福祉センター午後１時～１時１５分（受付）１２�、２６�平成１５年１月生

２歳６カ月児
歯科健康診査 多良見体育センター午後１時～１時１５分（受付）１９�平成１５年１月生

小長井文化ホール午後１時～１時１５分（受付）１９�平成１４年１０月
～平成１５年１月生

健康福祉センター１２時４５分～午後１時（受付）１�、８�、１５�平成１４年１月生

３歳児
健康診査 小長井文化ホール１２時４５分～午後１時（受付）５�平成１３年１０月

～平成１４年１月生

多良見体育センター１２時４５分～午後１時（受付）２２�平成１４年１月生

健康福祉センター午後１時１０分～１時４０分（受付）６�

生後３月
　　～６月未満

ＢＣＧ
予防接種
（８月は実施し
ません）

多良見体育センター午後２時～２時４０分（受付）１３�

高来ふれあい会館午後２時３０分～３時１０分（受付）１９�

市民センター午後１時１０分～１時４０分（受付）２７�

て育子
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問い合わせ先入場料時間会場内容曜日

県吹奏楽連盟
（県立西高等学校内）
（�０９５－８６１－５１０６）

一般
１，１００円
学生（高
校生以下）
８００円

午前１０時～午後７時市文化会館県吹奏楽コンクール地区大会
土２３

日２４

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営野球場県民体育大会市予選（軟式野球）

県サッカー協会
（�０９５－８２９－３３７０）無料午前１１時～県立総合運動公園九州サッカーリーグ

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時小野体育館第２６回市民夏季バドミントンダ

ブルス大会（高校・一般の部）

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営ソフトボール場第７回小学生大会

（ソフトボール）

県スポーツ少年団本部事務
局（�０９５－８４５－２０８３）無料午前９時～午後５時市営ソフトボール場、

県立総合運動公園
第２回県スポーツ少年団ソフト
ボール交流大会

土３０

ＮＨＫ長崎放送局
（�０９５－８２１－１１１５）無料

中学生の部
市文化会館第７２回ＮＨＫ全国学校音楽コン

クール県大会 高等学校の部
小学校の部

日３１

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営野球場県学童選手権大会市予選

（軟式野球）

県スポーツ少年団本部事務
局（�０９５－８４５－２０８３）無料午前９時～午後５時市営ソフトボール場、

県立総合運動公園
第２回県スポーツ少年団ソフト
ボール交流大会

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時小野体育館第２８回県小学生バレーボール大

会市予選

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時飯盛グラウンド第５７回県民実年ＳＰ大会

（ソフトボール）

　この時期、ハスの花が一年で最も美しく咲き誇りま
す。唐比すいれんの会が愛情を注いで育てたハスや睡
蓮の花をお楽しみください。

■開催日　７月３日�　午前１０時～
■会　場　唐比ハス園（森山町）　入場無料

■内　容　ハスの花、睡蓮の苗販売

　　　　　森山グリーンメロン販売

　　　　　唐比浮立の披露　など

■主　催　唐比すいれんの会

■問い合わせ先　唐比すいれんの会

　　　　　　　　会長　山口さん（�３６－１８７２）

　　　　　　　　森山支所産業振興課（�３６－１１１１）

広報諫早５月・６月号のイベントカレンダーの中で、ＮＨＫ杯高校野球中地区予選の入場
料を無料と掲載しましたが、正しくは入場料５００円でした。お詫びして訂正いたします。

　結の浜マリンパークで、「第４回いいもりビーチドッ
ジボール in 結の浜」を開催します。多くのチームの参
加をお待ちしてます。

■開催日　７月１７日�
■会　場　結の浜マリンパーク（飯盛町）
■参加費　１チーム　２，０００円
■チーム編成　中学生以上で６～１０人まで（１９歳以下

は保護者の同意書が必要）
■申込方法　所定の申請書を持参または、同実行委員
会（〒８５４－１１１２ 諫早市飯盛町開１９２９－３）へ郵送。
（申請書は市商政観光課または、各支所・出張所に
あります）

※詳しくは、飯盛支所産業振興課内結の浜イベント実
行委員会（�４８－１１１１）へ。
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問い合わせ先入場料時間会場内容曜日

ハンドボール協会事務局
（長崎日大高校内）
（�２６－００６１）

無料午前９時～午後５時小野体育館県下一般ハンドボール選手権大
会兼県下一般女子国体選考会

土２
長崎陸上競技協会
（�０９５６－４７－６０６３）無料午前７時３０分～県立総合運動公園中学４種競技・第２回ナイター

記録会　　　　　　　　（陸上）

県中学校テニス連盟
（�２２－００９１）無料午前８時～県立総合運動公園第９回県中学校テニス選手権大

会

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営野球場天皇杯県大会予選　（軟式野球）

日３
ハンドボール協会事務局
（長崎日大高校内）
（�２６－００６１）

無料午前９時～午後５時小野体育館県下一般ハンドボール選手権大
会兼県下一般女子国体選考会

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市体育館、

森山スポーツ交流館
第１２回県家庭婦人バレーボール
大会（メモリード杯）

日本女子テニス連盟
（�０９５－８２１－０８００）無料午前９時～県立総合運動公園第３回ピンクリボンテニス大会

県予選大会　　　　　（テニス）火５

長崎陸上競技協会
（�０９５６－４７－６０６３）無料午前７時～県立総合運動公園全日本中学校通信陸上競技大会

県大会兼国民体育大会選考会

土９

日１０

諫早市医師会
（宮本外科内�２５－００２４）無料午後１時３０分～

　　　　　　２時３０分市文化会館市民公開講座
「熱中症と栄養補給」

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営野球場県民体育大会市予選（軟式野球）

市生活交通課内市生活安全
協会連合会事務局
（�２２－１５００）

無料午前９時～午後５時小野体育館第２１回市少年柔道剣道大会

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営ソフトボール場第３２回少年大会小学生男子市予

選　　　　　　（ソフトボール）

市ソフトボール協会
（�２５－６３９１）無料午前８時～県立総合運動公園第３１回長崎ブロック野球大会

長崎陸上競技協会
（�０９５６－４７－６０６３）無料午前７時～県立総合運動公園第４回県高校陸上競技選手権大

会
土１６

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営野球場全国高校軟式野球県大会

日１７

長崎陸上競技協会
（�０９５６－４７－６０６３）無料午前７時～県立総合運動公園第４回県高校陸上競技選手権大

会

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時小野体育館第２６回市民夏季バドミントンダ

ブルス大会（中学生の部）

市ソフトテニス連盟
（�２３－３９６４）無料午前８時～県立総合運動公園市夏季ソフトテニス大会

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営ソフトボール場第５７回県民壮年ＳＰ大会

（ソフトボール）

市教委体育保健課内市体育
協会（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市営野球場全国高校軟式野球県大会

月１８
大会事務局（卓球センター
内）（�２６－１０１７）無料午前９時～午後５時小野体育館第２１回松本杯争奪卓球大会

（一般の部）　

県立諫早商業高等学校
（�２６－１３０３）無料午前９時３５分～

　　　　午後２時４０分市文化会館第３９回県高等学校生徒商業研究
発表大会金２２
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◆【 
眞  
崎  
今  
一  
郎 
】１
９
０
６
年（
明
治　

年
）、森
山
村
に
生
ま
れ
る
。家
業
の
農

ま 

さ
き 
い
ま 
い
ち 
ろ
う

３９

業
を
継
い
で
以
来
、農
業
の
発
展
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
。村
農
業
会
長
な
ど
を
務

め
た
後
、県
農
協
の
重
役
を
歴
任
し
、県
農
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
敏
腕
を
振

る
っ
た
。こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、森

山
町
で
は
初
め
て
の
名
誉
町
民
と
な

り
、昭
和　

年
に
は 
勲  
三  
等 

く
ん 
さ
ん 
と
う 
旭 

き
ょ
く 
日 じつ 
中 

ち
ゅ
う

５２

 
綬 じゅ 
章 
を
受
章
し
た
。昭
和　

年
、　

歳

し
ょ
う

５４

７３

で
他
界
。そ
の
偉
業
を
た
た
え
、県
農

協
会
館
に
胸
像
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

◆【 
藤 
原
   
�
ふ
じ 
わ
ら
り
ゅ
う

   
 
珍 
】１
８
８
０
年（
明
治　

年
）、大
草
村
に
生
ま
れ
る
。生
涯
に
わ
た

ち
ん

１３

り
柑
橘
栽
培
・
振
興
に
貢
献
、特
に
害
虫
駆
除
の
た
め
の「
青
酸
ガ
ス 
燻 くん 
蒸 
」の
実

じ
ょ
う

用
化
に
つ
い
て
は
、全
国
的
な
先
駆
者
と
し
て
終
生
研
究
を
続
け
た
。明
治　

年
４５

に
は
県
の
産
業
調
査
員
と
し
て
満

州
、朝
鮮
、シ
ベ
リ
ア
を
視
察
、ア
ジ

ア
市
場
で
の
蜜
柑
の
流
通
問
題
を
細

か
く
調
査
し
、県
内
の
生
産
者
に
貴

重
な
資
料
を
提
供
し
た
。昭
和　

年
、

２１

　

歳
で
他
界
。氏
の
功
績
は
、今
日
の

６６柑
橘
栽
培
・
振
興
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。

◆【 
原  
口  
駒  
太  
郎 
】１
８
６
５
年（
文
久
５
年
）、喜
々
津
村
に
生
ま
れ
る
。明
治
中

は
ら 
ぐ
ち 
こ
ま 

た 

ろ
う

期
か
ら
近
隣
町
村
に
先
駆
け
て
生
ま
れ
た 
喜  
真 
銀
行
の
創
設
者
で
、頭
取
と
し

き 

し
ん

て
村
や
地
域
の
振
興
に
努
め
、大
正
年
間
、化
屋
大
島
の
塩
田
の
埋
め
立
て
を
行

い
畑
地
を
拓
い
た
。そ
の
跡
地
に
は

偉
業
を
し
の
ぶ
石
碑
が
建
立
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、県
会
議
員
や
村
の
学
務

委
員
な
ど
を
務
め
、県
政
や
教
育
に

も
寄
与
し
た
。昭
和　

年
、　

歳
で
他

１０

７８

界
。風
流
人
で
も
あ
り
、漢
学
を
学
ぶ

一
方
、水
墨
画
を
学
ん
だ
氏
は「 
聴  
松 

ち
ょ
う 
し
ょ
う

 
軒  
雪  
青 
」と
号
し
多
く
の
作
品
を
残

け
ん 
せ
っ 
せ
い

し
て
い
る
。

◆【 
土  
橋  
貞  
恵  
翁 
】１
７
７
６
年（
安
永
５
年
）、長
田
村
で
生
ま
れ
、１
８
０
５
年

つ
ち 
ば
し 
て
い 
け
い 
お
う

（
文
化
２
年
）現
在
の
森
山
町
杉
谷
で
医
院
を
開
業
。貧
し
い
患
者
に
薬
や
米
を

与
え
る
優
し
い
人
柄
で
親
し
ま
れ
た
。そ
の
後
、地
方
屈
指
の
富
豪
と
な
っ
た

が
、そ
の
財
産
を
社
会
奉
仕
に
す
べ

て
還
元
し
た
。橋
の
架
け
替
え
な
ど

の
土
木
事
業
や
育
英
事
業
な
ど
、そ

の
徳
行
は
数
え
切
れ
な
い
。慶
応
元

年
、　

歳
で
他
界
。毎
年
、命
日
の
５

９０
月
９
日
前
後
に
は
、 頌 

し
ょ
う 
徳  
碑 
が
あ
る

と
く 

ひ

森
山
東
小
学
校
で
、そ
の
遺
徳
を
し

の
ぶ「
土
橋
貞
恵
翁
祭
」が
行
わ
れ
て

い
る
。

眞眞崎崎今今一一郎郎 藤藤原原 珍珍

原原口口駒駒太太郎郎土土橋橋貞貞恵恵翁翁のの胸胸像像

◆【 
野  
呂  
邦  
暢 
】１
９
３
７
年（
昭
和　

年
）、長
崎
市
に
生
ま
れ
、昭
和　

年
諫
早

の 

ろ 
く
に 
の
ぶ

１２

２０

市
城
見
町
に
疎
開
。諫
早
高
校
卒
業
後
、い
く
つ
か
の
職
業
に
就
き
、昭
和　

年
、

３２

佐
世
保
相
浦
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
、昭
和　

年
除
隊
。小
説「
草
の
つ
る
ぎ
」を
刊

３３行
し
、昭
和　

年
第　

回
芥
川
賞
を

４８

７０

受
賞
。諫
早
に
作
家
生
活
の
根
を
下

ろ
し
、そ
の
風
土
の
歴
史
を
取
材
し

た
長
編
小
説「
諫
早
菖
蒲
日
記
」、「
落

城
記
」な
ど
を
発
表
。昭
和　

年
、　

５５

４２

歳
で
他
界
。毎
年
、５
月
に
そ
の
功
績

を
し
の
び
、上
山
公
園
に
あ
る
碑
の

前
で「 
菖  
蒲  
忌 
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
ょ
う 
ぶ 

き

野野呂呂邦邦暢暢

◆【 
伊  
東  
静  
雄 
】１
９
０
６
年（
明
治　

年
）、諫
早
町
に
生
ま
れ
る
。生
涯
に
わ
た

い 

と
う 
し
ず 

お

３９

り
教
員
生
活
を
送
り
、ま
た
そ
の
か
た
わ
ら
詩
作
を
続
け
た
。昭
和　

年
、詩
集

１０

「
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」を
刊
行
。翌
年
、同
詩
集
で
第
２
回
文
芸
汎
論
賞
を

受
賞
し
、昭
和　

年
に
は
、詩
集「
夏

１７

花
」で
第
５
回 
透  
谷 
賞
を
受
賞
し
た
。

と
う 
こ
く

昭
和　

年
、　

歳
で
他
界
。毎
年
、命

２８

４６

日
の
３
月
に
は
、そ
の
偉
業
を
し
の

ん
で「
菜
の
花 
忌 
」や
現
代
詩
の
公
募

き

に
よ
る「
伊
東
静
雄
賞
」の
授
賞
式
が

行
わ
れ
て
い
る
。

伊東静雄伊東静雄



25 ２００５年（平成１７年）７月号 広報 諫早

◆【 
松  
本  
四  
郎  
左  
衛  
門 
】６
代
領
主
諫
早
茂
元
の
頃
、新
田
造
成
で「
月
の
港
」の

ま
つ 
も
と 

し 

ろ
う 

ざ 

え 

も
ん

干
拓
事
業
を
行
う
た
め
、天
祐
寺
の
寺
侍　
北
御
門
丈
右
衛
門
の
派
遣
に
よ
り
、

肥
後
国
か
ら
招
請
さ
れ
た
。１
６
９
０
年（
元
禄
３
年
）か
ら
事
業
に
着
工
し
、　１０

年
余
の
歳
月
を
要
し
１
６
９
８
年

（
元
禄　

年
）８
月
、防
波
堤
を
完
成

１１

さ
せ
、１
７
０
７
年（
宝
永
４
年
）に

は
、干
拓
工
事
が
完
了
し
た
。そ
の

後
、諫
早
城
下
よ
り
養
子
を
迎
え
、同

時
期
に
他
界（
推
定
）。７
代
領
主
茂

晴
は
、生
前
の
功
賞
に
対
し「 
泰  
山  
玄 

た
い 
ざ
ん 
げ
ん

 
峰  
信 
士
   

」の
法
名
を 
諡 
し
た
。

ぽ
う 
し
ん 

し 

じ

◆【 
今  
道 

い
ま 
み
ち 
潤 

じ
ゅ
ん 
三 
】１
９
０
０
年（
明
治　

年
）、湯
江
村
で
生
ま
れ
る
。大
正　

年
、

ぞ
う

３３

１４

大
阪
商
船
に
入
社
後
、内
閣
観
光
審
議
会
幹
事
長
を
経
て
ラ
ジ
オ
東
京
に
勤
務
。

昭
和　

年
、株
式
会
社
東
京
放
送
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。そ
の
後
も
日
本
民

４０

間
放
送
連
盟
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
し
、日
本
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
。昭
和　

年
、

５４

　

歳
で
他
界
。愛
郷
の
念
が
強
く
、機

７８会
を
求
め
て
は
帰
郷
し「
い
こ
い
の

村
長
崎
」の
誘
致
を
は
じ
め
と
す
る

多
大
な
功
績
を
残
し
た
。

◆【 
赤  
司  
傳  
吉 
】１
８
７
０
年（
明
治
３
年
）、長
里
村
に
生
ま
れ
、鹿
島
英
語
学

あ
か 

し 

で
ん 
き
ち

校
、熊
本
の
法
律
学
校
を
卒
業
後
、明
治　

年
島
原
区
裁
判
所
に
判
事
と
し
て
在

３０

勤
中
、兄
の
病
死
に
よ
り
帰
郷
。明
治　

年
５
月
、第
４
代
の
村
長
に　

歳
で
当

３４

３２

選
。同
年　

月
に
は
郡
会
議
員
に
当

１０

選
し
政
界
へ
進
出
。教
育
と
産
業
の

推
進
に
特
に
尽
力
し
た
。政
界
勇
退

後
に
は 
帆  
崎 
石
材
会
社
の
社
長
と
し

ほ 

ざ
き

て
地
場
産
業
の
育
成
に
も
尽
く
し

た
。昭
和　

年
、　

歳
で
他
界
。そ
の

２５

８１

功
績
の
詳
細
は
、中
尾
房
子
・
轟
龍
造

編
著
の「 
赤  
司  
家  
文  
書 
」に
紹
介
さ
れ

あ
か 

し 

け 

ぶ
ん 
し
ょ

て
い
る
。

あなたのまちはどんなまち？

◆【 
高  
野  
信  
道 
】１
８
５
９
年（
安
政
６
年
）、信
州
松
代
に
生
ま
れ
る
。　

歳
の
と

た
か 

の 

し
ん 
ど
う

１９

き
医
学
を
学
ぶ
た
め
長
崎
に
出
て
、明
治　

年
か
ら
２
年
間
独
学
自
修
を
続
け

１２

た
。長
崎
遊
学
中
、田
結
村
の
岸
川
平
氏
に
知
遇
さ
れ
、氏
の
長
女
の
養
子
婿
と

な
る
。明
治　

年
、上
京
し
神
田
東
亜

１５

医
学
校
に
学
ぶ
。卒
業
後
、外
科
、内

科
等
の
研
修
を
重
ね
、明
治　

年
、田

２０

結
村
に
帰
宅
し
、川
下
の
地
に
開
業
。

貧
困
者
や
地
区
の
患
者
に
は
薬
代
を

無
償
と
す
る
な
ど
仁
術
を
尽
く
し

た
。大
正
５
年
、　

歳
で
他
界
。教
育

５８

に
も
率
先
し
て
尽
力
す
る
な
ど
多
大

な
功
績
を
残
し
た
。

◆【 
広  
津  
四  
郎 
（
号
   
　 
雲  
仙 
）】
１
９
１
０
年（
明
治　

年
）、湯
江
村
に
生
ま
れ
、尋

ひ
ろ 

つ 

し 

ろ
う 

ご
う 

う
ん 
ぜ
ん

４３

常
高
等
小
学
校
卒
業
後
頃
か
ら
習
字
を
始
め
た
。昭
和　

、　

年
に
は
日
展
の
特

２６
３１

選
を
受
賞
し
、書
道
界
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
日
展
審
査
委
員
を
昭
和　

年
か

３４

ら　

年
ま
で
の　

回
務
め
、書
道
界

６０

１２

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
。平
成
元
年
、

　

歳
で
他
界
。学
校
・
公
民
館
な
ど
へ

７８の
書
の
寄
贈
や
高
来
町
文
化
協
会
の

設
立
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。

広広津津四四郎郎

◆【 
田  
川  
九  
郎  
助 
】１
８
４
９
年（
嘉
永
２
年
）、小
川
原
浦
村
に
生
ま
れ
る
。村
会

た 

が
わ 

く 

ろ 

す
け

議
員
と
し
て
学
務
委
員
も
兼
任
し
特
に
教
育
行
政
に
意
を
注
ぎ
、小
長
井
尋
常

小
学
校
の
新
設
時
に
は
資
金
と
し
て
金
１
千
円（
当
時
米
１
俵
４
円
）を
寄
付
。

明
治　

年
に
は
第
５
代
村
長
に
就

３６

任
。明
治　

年
、高
等
科
に
実
業
科
が

４０

設
け
ら
れ
た
際
に
は
、児
童
ら
の
農

耕
実
習
の
た
め
畑
地
一
反
余
り
を
学

校
園
と
し
て
寄
付
。大
正
８
年
、　

歳
７１

で
他
界
。そ
の
功
績
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
村
内
の
有
志
が
発
議
し
、校

庭
の
一
角
に
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ

た
。

田田川川九九郎郎助助 高高野野信信道道

今今道道潤潤三三赤赤司司傳傳吉吉 松松本本四四郎郎左左衛衛門門のの頌頌徳徳碑碑



２６広報 諫早 ２００５年（平成１７年）７月号

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
（
長
）

【
期
間
】７
月　

日�
〜　

日�
午

１２

１５

前
の
部：

午
前
９
時
〜
正
午
／
午

後
の
部：
午
後
６
時　

分
〜
９
時

３０

　

分
３０【

場
所
】小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
は

じ
め
た
い
方

【
申
込
期
限
】７
月
１
日�

※
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
円

そ
ば
作
り
講
座
（
長
）

【
日
時
】７
月
９
日�
午
前
９
時　
３０

分
〜　

時　

分

１２

３０

【
場
所
】長
田
み
の
り
会
館

【
内
容
】ざ
る
そ
ば
作
り

【
申
込
期
限
】７
月
１
日�

※
材
料
代
６
０
０
円
（
エ
プ
ロ
ン

　

持
参
）

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
有
）

【
期
間
】７
月　

日�
〜　

日�
午

２６

２９

後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

【
場
所
】有
喜
公
民
館

【
内
容
】パ
ソ
コ
ン
講
座（
文
章
作

成
）

【
申
込
期
限
】７
月　

日�
１５

※
テ
キ
ス
ト
代
８
０
０
円

成
人
教
室
（
有
）

【
日
時
】７
月
２
日�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
３０

【
場
所
】有
喜
公
民
館

【
内
容
】家
庭
で
の
救
急
救
命

【
申
込
期
限
】６
月　

日�
２７

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
西
）

【
期
間
】７
月　

日�
〜　

日�
午

２１

２３

前
９
時
〜
正
午

【
場
所
】西
諫
早
公
民
館

【
内
容
】文
章
作
成

【
申
込
期
限
】７
月
８
日�

※
テ
キ
ス
ト
代
８
０
０
円

成
人
講
座
（
西
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
後
１
時　

１４

３０

分
〜
３
時　

分
３０

【
場
所
】西
諫
早
公
民
館

【
内
容
】講
話「
消
費
生
活
の
知
識
」

【
申
込
期
限
】７
月
６
日�

成
人
講
座
（
野
）

【
日
時
】７
月
８
日�
午
後
７
時
〜

９
時

【
場
所
】小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】男
の
料
理
教
室「
手
軽
に

で
き
る
惣
菜
」

【
申
込
期
限
】７
月
１
日�

※
材
料
代
５
０
０
円

成
人
講
座
（
野
）

【
期
間
】７
月　

日�
〜　

日�
午

１２

１５

前
の
部：

午
前
９
時
〜
正
午
／
午

後
の
部：

午
後
６
時　

分
〜
９
時

３０

　

分
３０【

場
所
】小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】パ
ソ
コ
ン
講
座（
基
礎
）

【
申
込
期
限
】７
月
１
日�

※
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
円

小
栗
大
学
消
費
生
活
講
座（
栗
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前
９
時　

２０

３０

分
〜　

時　

分

１１

３０

【
場
所
】小
栗
公
民
館

【
内
容
】詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に

【
申
込
期
間
】６
月　

日�
〜
７
月

２３

８
日�

フ
リ
ー
講
座
（
栗
）

【
日
時
】７
月
６
日�
午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
４
時　

分
３０

【
内
容
】歴
史
探
訪「
諫
江
八
十
八

カ
所
め
ぐ
り
」

【
申
込
期
間
】６
月　

日�
〜　

日

２３

３０

�
※
午
前
９
時　

分
小
栗
公
民
館
集

１５

合
（
弁
当
持
参
）

料
理
教
室
（
飯
）

【
日
時
】７
月
６
日�
・　

日�
午

１４

後
２
時
〜
４
時

【
場
所
】飯
盛
公
民
館

【
内
容
】魚
料
理
に
挑
戦

【
申
込
期
限
】７
月
１
日�

※
庖
丁
・
ま
な
板
・
ふ
き
ん
・
エ

プ
ロ
ン
持
参

諫
早
図
書
館
講
座
（
諫
図
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
後
１
時　

１７

３０

分
〜
３
時

【
場
所
】諫
早
図
書
館

【
内
容
】魅
力
あ
ふ
れ
る
人
物
群

「
史
記
」�

※
当
日
参
加
可

女
性
大
学
（
中
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
後
１
時　

１４

３０

分
〜
３
時　

分
３０

【
場
所
】中
央
公
民
館

【
内
容
】ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
私

※
聴
講
可

健
康
講
座
（
長
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午

【
場
所
】長
田
み
の
り
会
館

【
内
容
】フ
ラ
ダ
ン
ス

【
申
込
期
限
】７
月
７
日�

親
子
講
座
（
栗
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
後
１
時　

２９

３０

分
〜
３
時　

分
３０

【
場
所
】小
栗
公
民
館

【
内
容
】人
権
教
育「
映
写
会
」

【
対
象
】市
民

※
申
込
不
要
、公
民
館
集
合

親
子
映
画
教
室
（
視
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前　

時
〜

１６

１０

正
午

【
場
所
】諫
早
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー

ル【内
容
】「
め
ざ
せ
！
う
ん
ち
の
達

人
」「
こ
ら
ッ
！
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
」「
野
生
の
さ
け
び
」

※
当
日
参
加
可

（伊）…伊木力公民館（多良見町舟津１１４０）
　　　　　　�４４－１００２　�４４－１１９５
（森）…森山公民館（森山町本村１３００）
　　　　　　�３６－１１１６　�３６－１１１７
（飯）…飯盛公民館（飯盛町開１９２９－３）
　　　　　　�４８－００４９　�４８－０５１８
（田）…田結公民館（飯盛町里６４８－３）
　　　　　　�４９－１１１１

（高）…高来公民館（高来町三部壱５２７－１）
　　　　　　�３２－５４４０　�３２－５４４１
（高西）…高来西公民館（高来町峰１９－１）
　　　　　　�３２－３１２６　�３２－５１８０
（小）…小長井公民館（小長井町小川原浦５００）
　　　　　　�３４－２２０１　�３４－３４７０
（諫図）…諫早図書館（東小路町６－３０）
　　　　　　�２３－４９４６　�２１－０８５５

（西図）…西諫早図書館（山川町１－３）
　　　　　　�２６－８６０７　�２６－８２５０
（た図）…たらみ図書館（多良見町木床２００２）
　　　　　　�４３－４６１１　�４３－４６２３
（森図）…森山図書館（森山町慶師野１９５０－１）
　　　　　　�３５－２００１　�３５－２２５０
（視）…視聴覚ライブラリー（東小路町６－３０）
　　　　　　�２３－４９４６　�２１－０８５５

みごとな庖丁さばき

一　
般

親　
子 

女　
性



２７ ２００５年（平成１７年）７月号 広報 諫早

子
ど
も
講
座
（
中
）

【
日
時
】８
月
６
日�
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

【
内
容
】市
内
史
跡
、施
設
巡
り

【
申
込
期
限
】７
月　

日�
２６

※
保
険
料
１
０
０
円

美
術
講
座
（
長
）

【
期
間
】７
月　

日�
〜　

日�
午

２６

２７

前
９
時
〜
正
午

【
場
所
】長
田
み
の
り
会
館

【
内
容
】色
や
形
の
お
遊
び

【
対
象
】小
学
生

【
申
込
期
限
】７
月　

日�
１９

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

子
ど
も
絵
手
紙
教
室
（
栗
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前
９
時　

１６

３０

分
〜　

時　

分

１１

３０

【
場
所
】小
栗
公
民
館

【
内
容
】絵
手
紙
で
暑
中
見
舞
い
を

作
っ
て
み
よ
う

【
対
象
】小
学
生

【
申
込
期
間
】６
月　

日�
〜
７
月

２３

８
日�

※
水
彩
用
具
持
参

子
ど
も
教
室
（
有
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前　

時
〜

３０

１０

正
午

【
内
容
】カ
ヌ
ー
体
験

【
対
象
】小
・
中
学
生

【
申
込
期
限
】７
月　

日�
２２

※
保
険
料
１
０
０
円

子
ど
も
科
学
教
室
（
西
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前
９
時
〜

２６

午
後
４
時

【
内
容
】工
場
・
水
産
試
験
場
見
学

【
対
象
】小
学
４
〜
６
年
生

【
申
込
期
限
】７
月
５
日�

子
ど
も
講
座
（
全
８
回
）（
本
）

【
日
時
】①
７
月　

日�
②
８
月　

３０

２０

日�
③
８
月　

日�
午
前
９
時　

２７

３０

分
〜　

時　

分
／
④
８
月
５
日�

１１

３０

午
前
８
時　

分
〜
３
時　

分
／
⑤

３０

３０

８
月　

日�
午
前
９
時　

分
〜
正

１７

３０

午
／
⑥　

月　

日�
午
前
８
時　

１０

２９

３０

分
〜
午
後
３
時　

分
／
⑦　

月　

３０

１２

２３

日�
午
前
９
時　

分
〜
正
午
／
⑧

３０

　

月　

日�
午
前
９
時　

分
〜
正

１２

２４

３０

午【内
容
】①
②
③
焼
き
物
教
室
④
テ

レ
ビ
局
体
験
⑤
親
子
料
理
教
室
⑥

多
良
岳
登
山
⑦
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
作
り
⑧
し
め
縄
作
り

【
対
象
】小
学
生（
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

【
申
込
期
限
】７
月　

日�
１５

※
受
講
料
２
、０
０
０
円

子
ど
も
講
座
（
野
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前
９
時
〜

２７

正
午

【
内
容
】県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
見
学「
ご
み
を
知
ろ
う
」

【
対
象
】小
学
生

【
申
込
期
限
】７
月
８
日�

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

生
き
生
き
百
年
塾
（
中
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前　

時
〜

１９

１０

正
午

【
場
所
】中
央
公
民
館

【
内
容
】信
念
で
生
き
る
こ
と
の
大

切
さ

※
聴
講
可

高
齢
者
講
座
（
野
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午

【
場
所
】小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】わ
が
町
を
知
ろ
う「
森
山
・

飯
盛
は
ど
ん
な
町
」

※
当
日
申
込
可

高
齢
者
講
座
（
有
）

【
日
時
】７
月　

日�
・　

日�
午

１４

２１

後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

【
場
所
】有
喜
公
民
館

【
内
容
】カ
ラ
オ
ケ
教
室

【
申
込
期
限
】７
月
８
日�

高
齢
者
講
座
（
西
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
後
１
時　

２１

３０

分
〜
３
時　

分
３０

【
場
所
】西
諫
早
公
民
館

【
内
容
】講
話「
悔
い
な
く
生
き
る
」

【
申
込
期
限
】７
月　

日�
１５

高
齢
者
講
座
（
田
）

【
日
時
】７
月　

日�
午
前　

時
〜

１４

１０

正
午

【
場
所
】田
結
公
民
館

【
内
容
】消
費
者
生
活
教
室「
怖
い

　
あ
の
手
こ
の
手　
悪
徳
商
法
」

（中）…中央公民館（東小路町８－５）
　　　　　�２３－１１６０　�２３－１１６１
（西）…西諫早公民館（山川町１－３）
　　　　　�２６－１５００　�２６－１８０３
（栗）…小栗公民館（小川町１３９－１）
　　　　　�２２－１５３３　�２４－０３７０
（長）…長田公民館（長田町２３９４－２）
　　　　　�２３－９０２４　�２３－９６４７

（本）…本野公民館（上大渡野町２－１）
　　　　　�２６－０２７０　�２６－２５１３
（有）…有喜公民館（有喜町７２４）
　　　　　�２８－３１１０　�２８－２０６７
（野）…小野公民館（黒崎町１８１－２）
　　　　　�２２－０２６４　�２４－０４８３
（多）…多良見公民館（多良見町化屋１８００）
　　　　　�４３－００４９　�４３－２８３５

高　
齢　
者 

子　
ど　
も 

コスモス学校講師 募集コスモス学校講師　募集
　コスモス学校は、知識・技能を持
つ市民が講師となって講座を開設
し、市民が参加する自主講座です。
教室は、１０月からの１年間で、月２
回実施します。開設希望の人は、西
諫早公民館へ問い合わせください。

■申込期限 ７月４日�

心で伝える絵手紙展心で伝える絵手紙展

　森山町在住の画家、岩本洋子さん
が講師を務める絵手紙教室の作品展
です。多良見教室と森山教室の生徒
さんの個性豊かな絵手紙（約１００点）
をお楽しみください。

■日時 ７月６日�～１０日�
■会場 諫早図書館　入場無料
■問い合わせ先

　�３６－０８８７（岩本さん）



２８広報 諫早 ２００５年（平成１７年）７月号

　「みんなの広場」は、市民のみなさんから寄せられた情報を掲載するために、設けています。あなたのとっておきのレシピや珍しい写真、お気に
入りのイラストなど、皆さんに伝えたいいろんな情報の投稿をお待ちしています。
　投稿の方法もハガキ、ＦＡＸ、電子メールなど何でも結構です。「みんなの広場コーナー」と標記のうえ、住所・氏名・年齢・電話番号（匿名希望場
合はその旨）を記載して�８５４－８６０１　諫早市役所　秘書広報課（住所不要）　までお願いします。なお、趣旨を変えない範囲の加筆・省略等の
修正をする場合があります。　掲載させていただいた作品の応募者には、図書券を差し上げます。

　

名
水
百
選
の
轟
渓
流
の
清
流
が
、す
ぐ
そ
ば

を
流
れ
る
湯
江
小
学
校
。

　

同
校
で
は
、地
区
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能『
湯
江

浮
立
』を
学
校
体
育
に
取
り
入
れ
て
お
り
、運
動

会
で
の
披
露
の
た
め
に
地
域
の
保
存
会
の
人
た

ち
が
、何
度
も
学
校
に
足
を
運
び
な
が
ら
、子
ど

も
た
ち
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

さ
さ
ら
と
呼
ば
れ
る
竹
や
太
鼓
・ 
鉦 
、そ
し
て
、

か
ね

大
名
行
列
の
毛
槍
を
模
し
た
セ
ー
ノ
ケ
な
ど
、

様
々
な
道
具
を
使
い
、子
ど
も
た
ち
は
、熱
心
に

練
習
し
、地
域
文
化
の
継
承
に
も
一
役
買
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、理
解
を
深
め
る
た
め
の
少
人
数
制
の

授
業
の
実
施
や「
き
も
ち
の
い
い
あ
い
さ
つ
を

す
る
」、「 
か  
が  
や 
け
   

湯
江
っ
子（

・ 

・ 

・ 

・

 
か 
ん
が
え
る

・

子
・ 
が 
ん
ば
る
子
・

・

 
や 
さ
し
い
子
・

・

 
け 
じ
め
の
あ

・

る
子
）」な
ど
の
目
標
に
向
か
っ
て
、子
ど
も
た

ち
は
、活
き
活
き
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　・
子
ど
も
た
ち
の
声
を
紹
介
！

「
運
動
会
で『
岳
の
新
太
郎
さ
ん
』を
踊
り
ま
す
！
」

「
浮
立
の
練
習
は
、と
て
も
楽
し
い
で
す
」

「
校
庭
に
大
き
な
ト
リ
ム（
遊
具
）が
あ
り
ま
す
」

「
飼
育
委
員
会
で
う
さ
ぎ
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
」

「
大
き
な
声
で
、歌
を
歌
い
ま
す
」

「
声
が
大
き
く
て
、面
白
い
先
生
が
い
ま
す
」

『
湯
江
浮
立
』の
練
習
風
景
。本
番
で
は
、衣
装
を
身

に
つ
け
ま
す
。

　

こ
の
会
話
、不
思
議
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
？
昼
な
の
に
、朝
の
あ
い
さ
つ
を
交
し

合
っ
て
い
ま
す
。こ
の「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」は
、昔
の
諫
早
地
方
で
、朝
だ
け

に
限
ら
ず
、昼
も
夜
も
人
に
出
会
っ
た
時
に
交
わ
す
あ
い
さ
つ
で
し
た
。

　

実
は
、芸
能
界
の
人
は
、現
在
で
も
楽
屋
入
り
を
す
る
時
や
出
演
先
に
出
向
く
時

な
ど
、夜
で
あ
っ
て
も
こ
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。こ
れ
は
、朝
に
陽
が
の
ぼ
っ
て
、

一
日
が
始
ま
り
、ま
た
物
事
が
栄
え
る
こ
と
へ
の
願
い
を
込
め
た
意
味
合
い
で
あ

る
と
聞
き
ま
す
。

　

そ
う
し
て
み
る
と
、諫
早
人
は
、芸
能
人
で
あ
っ
た
の
か
も
？　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諫
早
方
言
の
会　

神
代　

克
彦

　下の問題について答えてください。答えのヒ
ントは、誌面の中にあります。全問正解者の中か
ら、抽選で、毎月５人に図書券をプレゼント！
　ハガキに答えと住所、氏名、年齢、広報誌への
ご意見を書いて、７月６日�必着で秘書広報課
までどうぞ！（なお、当選者の発表は、発送を
もって代えさせていただきます）
　問題①　災害時に危険を感じたら、早めに体

育館などの○○場所に！
　問題②　８月１日からごみ収集袋の○○○○

が変わります。
　問題③　有喜・ＵＫＩビーチ＆結の浜マリン

パーク海水浴場の海開きはいつ？
　問題④　毎年３月に、「菜の花忌」が行われる

市出身の詩人とは？
　問題⑤　今月のマイ・レシピのメニューは？
　
【前号の答え】①赤米②赤崎町③水道④菖蒲忌
                    ⑤水

Ａ「
オ
ハ
ヨ
ー
ゴ
ザ
ン
ス
。キ
ュ
ー
ハ　

ヒ
ッ
カ
ラ　

ヨ
カ
テ
ン
キ
デ　

ヨ

　
 
ゴ
ザ
ン
シ
タ（
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
日
は
お
昼
か
ら
、良
い
天
気

　
 
な
っ
て
、よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）」

Ｂ「
ア
リ
ャ
マ
タ　

オ
ハ
ヨ
ー
ゴ
ザ
ン
シ
タ
。ヒ
ア
ガ
イ
ド
キ
ッ
テ
イ
ウ
ト

　
  
ニ　
 
ド
ケ
イ
キ
ナ
タ
ー（
あ
ら
、お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。お
昼
ど
き
な

  　

の
に
、ど
こ
に
行
か
れ
る
の
で
す
か
）」



２９ ２００５年（平成１７年）７月号 広報 諫早

■材料（１人分）■
ピーマン……………２５ｇ
ごはん………………１５ｇ
スープの素…………１ｇ
（コンソメなど）
熱湯………………  １００�
白ワイン…………３．７５�
塩……………………少々
こしょう……………少々

■作り方■
①　ピーマンの種を取り、千切りにする。
②　①をたっぷりの湯の中でゆで、水分を

切る。
③　②とスープの素・熱湯・白ワイン・ごは

んをミキサーにかけ、塩・こしょうで
味を整える。

■アドバイス■
　ピーマンとは分かりづらいので、野菜嫌
いのお子さんにも、大丈夫！
　冷やしても、とてもおいしいですよ。

　

梅
雨
が
明
け
る
と
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。み

な
さ
ん
は
こ
の
夏
、ど
ん
な
計
画
を
し
て
い
ま

す
か
。海
へ
、山
へ
、プ
ー
ル
へ
・・・
。今
回
は
、そ

ん
な
夏
に
向
け
て
参
考
に
な
る
ガ
イ
ド
本「
山

を
歩
こ
う
」を
出
版
し
た
長
治
さ
ん
夫
妻
に�
山

歩
き
の
ス
ス
メ�
を
伺
い
ま
し
た
。

　

夫
妻
の
山
歩
き
は
、子
育
て
に
手
が
か
か
ら

な
く
な
っ
た　

年
程
前
か
ら
。元
々
、歩
く
事
が

１２

好
き
だ
っ
た
二
人
は
、休
み
の
度
に
、さ
ま
ざ
ま

な
山
に
向
か
わ
れ
た
そ
う
で
す
。今
回
、夫
の
宏

さ
ん
の
退
職
記
念
に
、こ
れ
ま
で
山
歩
き
を
し

た
長
崎
・
佐
賀
県
内
の　

の
山
々
を
紹
介
す
る

６４

本
と
し
て
、出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

夫
妻
に
と
っ
て
、山
の
魅
力
は「
同
じ
山
で

あ
っ
て
も
、季
節
や
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
、違
っ
た

楽
し
み
が
あ
る
こ
と
」や「
山
で
食
べ
る
お
に
ぎ

り
の
味
は
格
別
」な
ど
。特
に
印
象
深
い
出
来
事

は
、「
長
崎
市
の
八
郎
岳
で
野
生
の
鹿
や
、雲
仙
・

 
高
岳 
で
は
猪
と
の
遭
遇
」と
の
こ
と
で
す
。

た
か
だ
け

　

今
回
の
本
で
紹
介
し
た
コ
ー
ス
で
は
、県
内

だ
と「
五
家
原
岳
途
中
の
小
川
内
渓
谷
」、県
外

で
は
、「
佐
賀
県
の 
脊
振 
山
か
ら

せ
ふ
り

 
蛤 
岳
」が
、ど

は
ま
ぐ
り

ち
ら
も
美
し
い
眺
め
で
、特
に
お
薦
め
の
コ
ー

ス
だ
そ
う
で
す
。

　

本
作
り
で
は
、「
初
め
て
の
人
に
不
安
な
く
楽

し
く
山
に
登
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、出
来
る

だ
け
詳
し
く
、目
印
や
コ
ー
ス
タ
イ
ム
を
書
い

た
こ
と
」が
１
番
苦
労
し
た
そ
う
で
す
が
、完
成

し
た
本
は
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、地
図
や
写

真
も
多
く
使
っ
て
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
山
歩
き
を
始
め
た
い
人
に
対
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
尋
ね
る
と
、「
本
に
書
い
て
あ
る

時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、気
負
わ
ず
自
分
の

ペ
ー
ス
で
、ゆ
っ
く
り
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
下

さ
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
後
に
つ
い
て
は
、「
大
分
県
の
久
住

山
や
鹿
児
島
県
の 
韓
国
岳 
な
ど
、南
九
州
方
面

か
ら
く
に
だ
け

に
も
登
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」と
意
欲
満
々

で
す
。

　

さ
あ
、み
な
さ
ん
も

夫
妻
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
参
考
に
健
康

的
な
山
歩
き
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ガ
イ
ド
本「
山
を
歩
こ
う

　
　
　
　

〜
長
崎
・
佐
賀
の
美
し
い
山
々
〜
」出
版
！

　
  
長
治 　

宏
･

ち
ょ
う
じ

 
一
女 
さ
ん（
栄
田
町
）

か
ず
め

本の購入については、ゆるり書房（�０９５－８２８－１７９０）まで、お尋ねください。

■今回は森山町の長谷川さんの
　　　　　　　　　　レシピ紹介！■



３０広報 諫早 ２００５年（平成１７年）７月号

　

５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
本
市
監
査
委

員
（
議
員
選
出
）
に
、
宮
崎
博
通
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
４
月
臨
時
会
に

お
い
て
は
、
一
部
事
務
組
合
の
諫
早
市
議

会
選
出
議
員
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

２
以
上
の
普
通
地
方
公
共
団
体
が
、

そ
の
事
務
の
一
部
を
共
同
で
処
理
す
る

た
め
、
協
議
に
よ
っ
て
規
約
を
定
め
て

設
立
す
る
組
合
を
い
い
ま
す
。
事
務
内

容
と
し
て
は
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
な

ど
の
環
境
衛
生
関
係
や
厚
生
福
祉
関
係
、

消
防
・
救
急
な
ど
の
防
災
関
係
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

一
部
事
務
組
合
は
、
こ
れ
を
構
成
す

る
地
方
公
共
団
体
と
は
別
個
の
法
人
格

を
有
し
て
お
り
、
諫
早
市
は
以
下
の
よ

う
な
組
合
の
構
成
団
体
で
す
。

　

常
備
消
防
及
び
救
急
業
務
等
に
つ
い

て
、
本
市
ほ
か
１
市
５
町
で
共
同
処
理

す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
議
員
（
７
名
）

　

野
副　

秀
幸
議
員

　

北
島　

守
幸
議
員

　

土
井　

信
幸
議
員

　

松
尾　

義
光
議
員

　

石
場　

照
喜
議
員

　

南
条　
　

博
議
員

　

古
川　

利
光
議
員

　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
の
施
行
に
関

す
る
事
務
に
つ
い
て
、
本
市
ほ
か
４
市

５
町
で
共
同
処
理
す
る
た
め
に
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

組
合
議
員
（
２
名
）

　

宇
戸　

一
夫
議
員

　

古
川　

利
光
議
員

　

ご
み
処
理
施
設
の
設
置
・
管
理
及
び

運
営
等
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
、
本
市

ほ
か
１
市　

町
で
共
同
処
理
す
る
た
め

１０

に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
議
員
（
６
名
）

　

赤�
　

光
善
議
員

　

木
村　

和
俊
議
員

　

山
口　

一
輝
議
員

　

青
木　

弘
義
議
員

　

水
田　

寿
一
議
員

　

古
川　

利
光
議
員

　

ご
み
処
理
施
設
の
解
体
及
び
廃
止
に

か
か
わ
る
事
務
に
つ
い
て
、
本
市
ほ
か

３
町
で
共
同
処
理
す
る
た
め
に
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

組
合
議
員
（
２
名
）

　

笠
井　

良
三
議
員

　

古
川　

利
光
議
員

　

企
業
団
と
は
地
方
公
営
企
業
の
経
営

に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る
一
部

事
務
組
合
で
す
。
水
道
用
水
供
給
事
業

の
経
営
に
関
す
る
事
務
処
理
の
た
め
、

本
市
ほ
か
１
市
３
町
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。

企
業
団
議
員
（
４
名
）

　

早
田　

隆
一
議
員

　

藤
山　

徳
二
議
員

　

岸　
　
　

勇
議
員

　

古
川　

利
光
議
員

市
議
会
だ
よ
り�

一
部
事
務
組
合

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　新市発足後、各地から延べ１０市町、８３名の議員の方が諫早市に視察に来られましたので紹介します。視察は先進

地の事例調査を目的として選ばれることが多く、合併に伴いエリアが広がったことから、視察項目も増えています。

これからも多くの方に“諫早”の良さを知ってもらえればと思います。

３月２２日　福岡県大牟田市　　中核工業団地の概要　　　　５月１１日　山形県村山市　　諫早図書館の概要

３月２３日　奈良県大和郡山市　地域福祉計画について　　　５月１１日　愛知県西尾市　　中心市街地活性化の取組

３月２５日　岡山県岡山市　　　諫早湾干拓事業について　　５月１８日　滋賀県東近江市　新市建設計画について

３月３０日　三重県四日市市　　農村れすとらんの概要　　　５月２６日　愛知県清洲町　　合併前後の旧多良見町について

５月１０日　山口県小郡市　　　たらみ図書館の運営　　　　５月３１日　三重県亀山市　　ブックスタート事業について

県
央
広
域
圏
西
部
地
区
塵
芥

処
理
一
部
事
務
組
合

長
崎
県
広
域
競
艇
組
合

県
央
県
南
広
域
環
境
組
合

長
崎
県
南
部
広
域
水
道
企
業
団

☆☆☆行政視察受け入れ状況☆☆☆



３１ ２００５年（平成１７年）７月号 広報 諫早

※詳しくは、本所または各支所にお問い合わせ下さい。　※相談のお申込みは、どの場所でも出来ます。

小長井支所高来支所飯盛支所森山支所多良見支所本　　　所

７日、２１日８日、２２日
１日、８日、１５日、
２２日、２９日

２８日
①４日、１９日、２５日
②１９日（移動相談日）

毎週
月曜～金曜日

開 設 日

１３：３０～１６：００９：００～１２：００１３：００～１６：００１３：００～１６：００
①１０：００～１６：００
②（伊木力）１０：００～１２：００
　（大　草）１３：３０～１５：３０

１０：００～１５：００開設時間

８日
（１３：３０～１６：００）

５日
（１３：００～１６：００）

１２日（１３：３０～１６：００）
無料法律
相 談

３４－２９６６３２－３４６８４８－１３００３６－０８８９４３－３５１１２４－５１００電　　話

ふれあい福祉相談日程（7月）�

※要予約

第 ４ 号
―発　行―
社会福祉法人

諫早市社会福祉協議会

〒８５４‐００４５
諫早市新道町９４８番地
ＴＥＬ　２４－５１００
ＦＡＸ　２４－５１０１

諫諫諫諫諫諫諫諫諫諫諫諫諫諫
早早早早早早早早早早早早早早
市市市市市市市市市市市市市市
社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
協協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会

　

諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会

理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事
・・・・・・・・・・・・・・
監監監監監監監監監監監監監監
事事事事事事事事事事事事事事
決決決決決決決決決決決決決決
まままままままままままままま
るるるるるるるるるるるるるる
。。。。。。。。。。。。。。

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
・
監
事
決
ま
る
。

　

五
月
三
十
日
、
諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
を
開

催
し
、
合
併
後
の
諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
、
監
事

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任　　期

理　事：平成１７年６月１日から
　　　　平成１９年３月３１日

評議員：平成１７年３月１日から
　　　　平成１９年２月２８日
　　　　一部（平成１７年６月１日
　　　　から平成１９年２月２８日）

本会の理事・
　　監事・評議員紹介

指
方　

盛
夫

平
野　
　

實

��
　

昌
弘

芦
塚　

末
光

山
口　

忠
喜

村
川　

喜
信

森　
　
　

誠

西
平　
　
�

小
柳　

蔦
子

高
橋　
�
男

高
柳　

敏
春

辻　
　

朝
長

中
山　

冬
子

水
上　

紘
幸

石
井　

允
文

山
下　

勝
紀

藤
川　

秀
昭

兼
松　

良
二

有
浦　
　

勲

氏
原　

和
雄

監　
事

理　
事

井
手
洋
一
郎

田
栗　

澪
子

小
川　

邦
章

河
波　

和
明

山
口　

和
昭

高
原　
　

晶

城
田　

拓
冶

橋
本　

幸
子

徳
弘　

健
治

森　

多
久
男

福
地　

春
子

小
島
龍
一
郎

橋
口　

芳
子

吉
見　

哲
男

石
場　
　

輝

浦
山　

恒
男

長
野　

信
楽

田
中　

次
子

山
崎　
　

明

井
手　
　

仁

中
山　

信
喬

諸
熊　

照
江

馬
場　

守
久

下
釜　

健
巳

木
下　

秀
臣

小
野　

美
子

高�
ナ
ナ
子

中
溝　
　

章

牟
田
と
み
子

松
山　

幸
子

荒
木　

正
夫

近
松　

健
次

大
江　

勝
利

田�
　

大
作

新
宮　

節
子

中
尾
奈
保
美

相
浦
喜
代
子

永
尾　

健
二

平
野　
　

博

評
議
員

　このたび、６月１日付で会
長に就任いたしました。
　社会福祉協議会は、住民誰
もが安心して暮らせる地域社
会づくりを目指しています。
　合併後の諫早市の地域福祉、
在宅福祉サービスが、住民の
皆さまにとって、より身近で
充実したものとなるよう、微
力ながら最善の努力をいたし
ますので、よろしくお願いし
ます。

（立山前会長退任挨拶）
　諫早市社会福祉協議会の会
長に就任して以来、市町村合
併に伴う新諫早市社会福祉協
議会の設立に微力ながら努め
させていただきました。
　平成１５年８月２９日の就任か
ら１年９カ月という短い間で
したが、地域福祉等の推進に
携われたことは、終生忘れ得
ぬありがたい月日でありまし
た。
　在任中は、関係の皆さま、
市民の皆さまに大変お世話に
なり心から感謝申し上げます。
　今後の諫早市及び諫早市社
会福祉協議会のご発展を祈念
し、簡単ですが退任の挨拶と
させていただきます。

赤い羽根号を整備
　諫早市社会福祉協議会は、
平成１６年度赤い羽根共同募金
の配分を受けて、赤い羽根号
（車いす仕様車）を、多良見
支所、上山事業所に整備しま
した。

諫早市社会福祉協議会

会長　西平　�

会長就任挨拶

《お世話になりました》



　

多
良
見
町 
化  
屋 
の
国
道　

号
線
沿
い
諫
早
日
赤
病
院
前
バ
ス
停
付
近
に
阿
蘇
神
社
が

け 

や

３４

あ
り
ま
す
。戦
国
時
代（
１
４
６
７
年
〜
１
５
９
０
年
）の
初
め
、諫
早
地
方
一
円
の
統
一

者
で
あ
る 
西
郷
石
見
守
尚
善 
が
、多
良
見
町

さ
い
ご
う
い
わ
み
の
か
み
ひ
さ
よ
し

 
囲 
に
阿
蘇
大
明
神
を
祭
っ
た
の
が
始
ま
り
と

か
こ
い

伝
え
ら
れ
ま
す
。西
郷
尚
善
は
文
武
両
道
に
秀
で
た
武
将
で
、本
城
と
し
て
高
城
を
築
き
、

産
業
振
興
や
寺
社
の
建
立
に
も
努
め
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
か
ら
１
世
代
前
の
南
北
朝
時
代（
１
３
３
６
年
〜
１
３
９
２
年
）で
の
西
郷

氏
は
、諫
早
の
南
半
分
を
支
配
し
て
、南
朝
方
に
味
方
し
て
い
ま
す
。ま
た
、同
じ
く
南
朝

方
で
あ
る
肥
後
の
菊
池
氏
と
も
親
交
が
あ
り
、市
史
に
よ
る
と
、西
郷
氏
は
菊
池
氏
の
流

れ
と
も
記
し
て
あ
り
ま
す
。そ
の
こ
と
が
、西
郷
氏
の
阿
蘇
宮
信
仰
と
も
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の
後
、宮
司
の
息
子
で
正
法
寺
の
２
世
住
職 
伝
興 
法
師
が
、

で
ん
こ
う

 
寛
永 
元
年（
１
６
２
４
年
）現
在
地
に
神
社
を
移
し
、喜
々
津
の
村
社
と
し
て

か
ん
え
い

 
尊
崇 
さ
れ
て

そ
ん
す
う

き
ま
し
た
。

　

現
在
の
国
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
一
の
鳥
居
前
に
は 
鯰 
池
が
あ
り
、鯰
は
阿
蘇
宮
さ
ん

な
ま
ず

の
使
者
と
い
い
伝
え
ら
え
て
お
り
、氏
子
は
鯰
を
食
べ
な
い
で
、こ
の
地
に
放
す 
掟 
で
し
た
。

お
き
て

　

ま
た
、小
長
井
町
に
も
、長
里
地
区
の 
産
土
神 
と
し
て
、長
里
川
下
流
付
近
に
阿
蘇
神
社

う
ぶ
す
な
が
み

が
あ
り
ま
す
。祭
神 
建
磐
龍
命 （
阿
蘇
大
神
）の
御
分
霊
を
、

た
て
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

 
弘
和 
元
年（
１
３
８
１
年
）・

こ
う
わ

長
里
船
津
の 
椋
木 

む
く
の
き

に
祭
っ
た
の
が
、起
こ
り
で
す
。そ
の
後
、 
城  
崎 
・

じ
ょ
う 
ざ
き 

勧
々
山 

か

か

や

ま

に 
御  
遷  
座 
を

ご 
せ
ん 
ざ

経
て
、 享
禄
 

き
ょ
う
ろ
く

元
年（
１
５
２
８
年
）４
月
、小
長
井
町 
大  
峰 
の
絶
勝
の
現
在
地
に
移
し
て
、

お
お 
み
ね

豊
年
を
祈
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、 破
籠
井 
町
に
も
、下
破
籠
井
バ
ス
停
か
ら
集
落
に
入
っ
た
場
所
で
、３
本
の

わ

り

ご

い

シ
イ
の
木
の
根
元
に
阿
蘇
宮
の
石
祠

    

が
あ
り
ま
す
。 　
　
 
諫
早
史
談
会　

山
口　

八
郎

せ
き
し

阿蘇神社（多良見町）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

　
http://w

w
w
.city.isahaya.nagasaki.jp/

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
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isahaya@
city.isahaya.nagasaki.jp

■
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